


このたびは、ペンタックスオートストロボAF360FGZをお買い上げいただき、誠にありがとうご
ざいます。
AF360FGZは、TTLオートで日中シンクロ撮影などが簡単にお楽しみいただけるほか、ワイヤレ
スでもTTLオート（P-TTLオート）撮影やハイスピードシンクロが可能です。さらに暗いところ
でも正確なピント合わせができるAF補助光を内蔵したクリップオン型のストロボです。
ご使用前に、この使用説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

主な同梱品
本製品には以下の付属品が同梱されています。
お使いになる前に、付属品に不足がないかお確かめください。
●ケース
●使用説明書（本書）
●保証書

「PENTAX」、「ペンタックス」はＨＯＹＡ株式会社の登録商標です。
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ジにある下記マークの内容に

能性があることを示すマーク

害を受けたり、物理的損害の
ス

この
つい

この
です

この
可能
トロボを安全にお使いいただくために

製品の安全性については十分注意を払っておりますが、2ペー
ては特に注意をしてお使いください。

警告
マークの内容を守らなかった場合、人が重大な傷害を受ける可
。

注意
マークの内容を守らなかった場合、人が軽傷または中程度の傷
性があることを示すマークです。

は、禁止事項を表わすマークです。

は、注意を促すためのマークです。



トロボを発光させないで
を痛めることがあります。
にはご注意ください。

発火する恐れがあります
行為はしないでください。

ートさせる

中に入れる

する

シールを剥がす

ない電池を充電する

電池が発熱・発煙を起こ
速やかに電池を取り出し
この場合、やけどに十分
い。
2

警告

ストロボを分解しないでください。ス
トロボ内部には高電圧部があり、感電
の危険があります。

落下などにより、ストロボ内部が露出
したときは、絶対に露出部分に手をふ
れないでください。感電の危険があり
ます。

ストロボを水に濡らさないでくださ
い。感電の危険があります。

注意

目の近くでス
ください。目
特に、乳幼児

電池が破裂・
ので、以下の

●電池をショ

●電池を火の

●電池を分解

●電池の外装

●充電式では

ストロボ内の
したときは、
てください。
ご注意くださ



3

剤は使用しないでください。

のでご注意ください。

バイ・車・船などの振動は、

れないようにしてください。

間使用しなかったときや、大

に入らないようにご注意く
く拭いて乾かしてください。

撮影してください。

続しないでください。一部

つきましては保証いたしか
取

●汚

●高

●強
ク

●雨

●ス
T

●高
切

●ゴ
だ

●黒

●接
の

●他
ね

り扱い上の注意

れ落としに、シンナーやアルコール・ベンジンなどの有機溶

温多湿の所は避けてください。特に車の中は高温になります

い振動・ショック・圧力などを加えないでください。オート
ッションなどを入れて保護してください。

水などが直接かかるところでは使用できません。

トロボをカメラから離して使う場合、信号接点に金属が触
TLオートが正しく働かなくなります。

性能を保つため、1～2年毎に定期点検をしてください。長期
な撮影の前には点検やテスト発光をしてください。

ミや泥・砂・ホコリ・水・有害ガス・塩分などがストロボの中
さい。故障の原因になります。雨や水滴などが付いたときは、よ

い被写体や白い被写体などでは、光量補正などを利用して、

点数の異なるアクセサリー（ホットシューグリップなど）を接
機能が正しく働かなくなることがあります。

社製カメラを本製品に使用されたことによる事故、故障などに
ます。



ニッケル水素電池のいず
い。電池の種類によって

ない場合があるほか、スト

ることはできません。また
液漏れの原因となります。

ぜて入れないでください。

の破裂や発火の原因とな

あります。予備の電池を用

れなどでストロボ内部を
4

■電池の取り扱いについてのご注意

●このストロボは、単３形アルカリ電池、単３形リチウム電池、単３
れか４本を使用します。これら以外の電池は使用しないでくださ
は、ストロボが正常に動作しない、または十分な性能が発揮でき
ロボ本体が発熱することがあります。

●単３形アルカリ電池、単３形リチウム電池は、電池自体を充電す
電池は分解しないでください。無理に充電や分解をすると、破裂や

●電池を交換するときは、メーカー、種類、容量の異なる電池を混

●電池の「＋」と「－」の向きを間違えて入れないでください。電池
ります。

●寒冷地などの低温下では、一時的に電池の性能が低下することが
意して、交互に保温しながら使用してください。

●長期間使用しないときは、電池を取り出しておいてください。液漏
傷めることがあります。
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各

■操作
バウ
表示
発光
セレ
調節
照明
ズー
チャ
テス
充電
設定
電源
ワイ
シン
部の名称

部名称
ンス角度目盛
パネル
モード切り替えボタン
クトボタン
ダイアル
ボタン／フォーマットボタン
ム切り替えボタン／
ンネルボタン
トボタン／モデリングボタン／
完了ランプ
切り替えレバー
スイッチ
ヤレスモード切り替えスイッチ
クロモード切り替えスイッチ

バウンスロック解
電池ぶた
シューロックピン
ストロボ信号接点
シューブラケット
締め付けノブ
ワイドパネル板
キャッチライト板
AF補助光発光部
外光オート受光部
発光部
ワイヤレス受光部
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、70、85（35mmカメラ）
0、135、150（645）
0、180、190（67）
、48、58（デジタルカメラ
シリーズ））
、87、106（645D）

制御）－
8

■表示パネル名称

ズーム表示 : A Zoom → M Zoom  xxmm＝ 20、24、28、35、50
35、45、55、70、10
55、60、70、90、12
13、16、19、24、34

（Kシリーズ、*ist D
25、30、35、43、62

フォーマット表示 : 35mm → 645 → 67
発光モード表示 : P-TTL → A → M → SB
光量補正表示 : －3.0～＋1.0　0.5ステップ

ISO表示 : ISO 25～1600
バーグラフ

連動距離表示 : 最短距離－最長距離（P-TTL、TTL、Aの時）
最短距離（マニュアルの時）

AF補助光 : SB

シンクロモード表示 : （先幕）－ （後幕）－ （光量比
（ハイスピード）

バウンス警告表示 :

発光量調節表示 : ○○/××

F値表示 : F2～F22（ISO100の場合）

チャンネル表示 : 1～4CH
ワイヤレスモード表示 : MASTER、CONTROL、SLAVE



9

い場合は、光量が不足してい
距離（77ページ参照）を確認
距離を調節してください。ま
にしてください。

も、被写体との距離が近すぎ
正しく行われません。

メラの組み合わせによっては、
表示は表示されません。

�

	




�
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暗いところで表示パネルが見えない時、照明
ボタン（LIGHT）を押すと約10秒間照明でき
ます。もう一度押すと消灯します。

● MZ-S取り付け時は、同時にMZ-Sの表示パネル
も照明されます（カメラの測光タイマーが作動
しているとき）。

オートチェック表示
正しく調光が行なわれると 、発光モード表示
とファンダー内の（ ）が点滅します。

表示が点滅しな
ます。撮影可能
して被写体との
たは絞りを開放側
表示が点滅して
る場合は、調光は

● 発光モードとカ
オートチェック

�

�

�

�

�

�

�

�



池を電池室内の+-に合わ
池ぶたを元のように閉じま
10

電

図
（1
池の入れ方

のように電池ぶたをスライドしてから
）、電池ぶたを右に開けます（ ）。

4本の単3形電
せて入れ、電
す。

�

�

2
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電池の種類
電池は、次の種類の単3形電池で同一種類のも
のを4本使用します。
単3形アルカリ電池（LR6）
単3形リチウム電池（FR6）
単3形ニッケル水素電池（Ni-MH）

（ニッケルマンガン電池とNi-Cd電池は使用で
きません。）

● 発光間隔と発光回数については、主な仕様（86
ページ）を参照してください。

● 表示パネルの表示と充電完了ランプが点灯し
ない時は、電池が正しく入っていないか消耗し
ています。電池の向きを確認し、それでも点灯
しなければ、新品電池に交換してください。

● リチウム電池で、ストロボを連続して発光させ
ると、電池の発熱により電池の安全回路が働
き、一時的にご使用いただけなくなることがあ
ります。この場合、しばらく休ませて電池の温
度を下げると、問題なく使用できるようになり
ます。



シューロックピンがありま
は、締め付けノブを（FIX
、シューロックピンでスト
さい。取り外すときは、必
FIX→）と反対の方向に回
ンを緩めてから取り外し
たままの取り外しは、ホッ
因となります。

-m、K20D、K10D、K200D、
0D、*ist Dシリーズ、*ist、
60
ーがありません。別売のホッ
2をご使用ください。
12

カ

カ
す

ス

1

1
2

メラへの取り付け方

メラのホットシューカバーを外しま
。

トロボをカメラに取り付けます。
ストロボの締め付けノブを（FIX→）と
反対の方向（表示パネル側から見て左
方向）に回します。
ストロボのシューブラケットをカメラの
ホットシューに後方から差し込みます。
ストロボの締め付けノブを（FIX→）の
方向に回して固定します。

● 以下のカメラには、
す。取り付けるとき
→）の方向に回して
ロボを固定してくだ
ず締め付けノブを（
してシューロックピ
てください。固定し
トシューが傷つく原
645D、K-x、K-7、K
K100D Super、K10
MZ-S、MZ-L、MZ-

● 672にはホットシュ
トシューグリップ67

2
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ON）の位置に合わせると電
充電完了ランプが点灯すれば
OFF）の位置に合わせると電

かかるときは電池が消耗して
い電池と交換してください。

状態で使用すると、設定内容
た時の状態に戻ります。

入れてからストロボの電源を
。

WIRELESS（ワイヤレス）の位
スモードとスレーブ発光のとき
使い方については各機能の説明
。
ード（35～46ページ）
（47～48ページ）
電
源の入れ方

電源スイッチを（
源が入ります。
充電完了です。（
源が切れます。
充電に20秒以上
いますので、新し
電池が消耗した
が電源をONにし

● カメラの電源を
入れてください

● 電源スイッチの
置は、ワイヤレ
に使用します。
をご覧ください
→ワイヤレスモ
→スレーブ発光
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オートパワーオフ機能
オートパワーオフは、電源スイッチを（ON）
にした状態で、約3分間放置すると自動的に電
源が切れる節電機能です。

● 外光オート（A）時は約6分後に電源が切れま
す。

● ワイヤレスモードで使用する場合は、約1時間
後に電源が切れます。

クイックオン機能
ストロボがオートフォーカスカメラに取り付
けられている場合は、シャッターボタンを半
押しすると電源が入ります。
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いて

が出来ます。

ルを回して、点滅している数
ます。
セ

セレ

設定

�

1

レクトボタン（S）/調節ダイアルの機能につ

クトボタン（S）と調節ダイアルは、次ページの4種類の設定

手順

セレクトボタン（S）を押して、調節する
数字を点滅させます。

調節ダイア
字を調節し

�

2



ン（S）を押して点滅を止
に他の項目も設定します。

TL オートに設定している複
量を同時に補正する場合は、
をご利用ください。

調節範囲

＋1.0段階（EV）（0.5ステップ）

1600、F2～22（ISO100時）

、1/4、1/8、1/16、1/32

、1/2、1/3
16

セレクトボタ
めます。同様

● P-TTL あるいは T
数のストロボの光
カメラの露出補正

�

3

連動する発光モード

光量補正 P-TTLオートストロボ －3.0～
ISO感度／F（絞り値）設定 外光オートストロボ（A） ISO25～
マニュアル発光量 マニュアル（M） 1/1、1/2

発光量設定
ワイヤレス（W）のマスター発光（M）

ワイヤレス（W）のスレーブ発光（S） 1/1、2/3
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角度）調整について

トのセット
いのカメラの画面サイズに合
MAT（フォーマット）をセッ

ラとの組み合わせでは、カメ
ターボタンを半押しすると自
トされます。
、K-7、K-m、K20D、K200D、
er、K10D、K100D、*ist DL2、
ist、DL、*ist DS、*ist D、
S
メラは、使用前に下記の手順
に合わせてセットしてくださ

替えレバーを下側（黄色・）
ドさせます。
ットボタン（FORMAT）を何
て、表示パネルに使用するカ
類（画面サイズ）を表示させ

45→67→35mmの順で切り替
。

カ

AF3
て照
を効
照射
設定
応じ
され
メラの画面サイズ（フォーマット）とズーム（照射

60FGZは、使用するレンズの画角に合わせ
射角度を調節できますので、ストロボ光
率よく配光させることが可能です。
角度はストロボの表示パネルに、事前に
したカメラの画面サイズ（FORMAT）に
て、使用可能なレンズの焦点距離で表示
ます。

フォーマッ
まず、お使
わせてFOR
トします。
以下のカメ
ラのシャッ
動的にセッ
645D、K-x
K100D Sup
*ist DS2、*
MZ-L、MZ-
その他のカ
で、カメラ
い。
設定切り
にスライ
フォーマ
回か押し
メラの種
ます。
35mm→6
わります

� �

1



トのセットを手動で行って
、設定切り替えレバーを上
）の位置に戻します。
（M.Zoom）が表示されてい
切り替えボタン（ZOOM）を
、（A.Zoom）を表示させます。

もオートフォーカスであって
外光オートに設定している場
が作動しませんので、マニュ
してください。

ーム（M.Zoom）
ズのどちらか、またはどち
アルフォーカスの場合は、
度を設定します。
トのセットを手動で行って
、設定切り替えレバーを上
）の位置に戻します。
替えボタン（ZOOM）を何
、表示パネルに使用するレ
距離、またはそれより広角
位置を表示させます。
は、20ページの図のような
替わります。
18

ズーム（照射角度）のセット
次に、使用するレンズの焦点距離に合わ
せて、ズーム（照射角度）をセットします。

オートズーム（A.Zoom）
カメラとレンズがどちらともオートフォー
カスの場合は、カメラのシャッターボタン
を半押しすると、レンズの焦点距離に応じ
て、自動で照射角度が設定されます。
オートズームは測光タイマーが作動して
いる間（ファインダー内で情報が表示さ
れている間）、機能が働きます。

フォーマッ
いる場合は
側（白点・
表示パネルに
たら、ズーム
何回か押して

● カメラ、レンズと
も、発光モードを
合はオートズーム
アルズームで設定

マニュアルズ
カメラとレン
らともマニュ
手動で照射角
フォーマッ
いる場合は
側（白点・
ズーム切り
回か押して
ンズの焦点
側のズーム
ズーム位置
順序で切り

�
�

2
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＊ワイドパネル使用時

メラ

 Dシリーズ）

デジタルカメラ

（645D）

＊ 25mm＊

30mm
35mm
43mm
62mm
87mm
106mm
カメラの種類によるズーム位置

● ワイドパネル使用時、ズーム切り替えボタン
（ZOOM）は機能しません。（内蔵ワイドパネ
ルは発光部前面上部に収納されていますので、
引き出して発光部にかぶせて使用します。
キャッチライト板は、必要でない場合は収納し
てください。）

35mmカメラ 645カメラ 67カメラ デジタルカ

（Kシリーズ、*ist
20mm＊ 35mm＊ 55mm＊ 13mm
24mm 45mm 60mm 16mm
28mm 55mm 70mm 19mm
35mm 70mm 90mm 24mm
50mm 100mm 120mm 34mm
70mm 135mm 180mm 48mm
85mm 150mm 190mm 58mm



メラ
*ist D）

デジタルカメラ
（645D）
20

35mmカメラ 645カメラ 67カメラ デジタルカ
（Kシリーズ、
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とき、カメラ側から焦点距
い場合、ズーム位置は35mm
、645は45mm、67は60mm、
Kシリーズ、*ist Dシリーズ）
ルカメラ（645D）では30mm
。

時は、A.Zoom、M.Zoom 共
20mm、645では35mm、67
タルカメラ（Kシリーズ、*ist
3mmデジタルカメラ（645D）
されます。
●（A.Zoom）のとき、照射角度が自動的にズー
ムするのは、シャッターボタンを半押して測光
タイマーが作動しているときです。

● ストロボ側のズーム（照射角度）がレンズの焦
点距離に対応できない場合の警告表示は以下
のとおりです。

・以下のカメラとレンズを組み合わせた場合
は、ズーム表示が点滅します。

・以下の場合は、警告表示はされません。

●（A.Zoom）にした
離の情報が入らな
カメラでは24mm
デジタルカメラ（
では16mm、デジタ
にセットされます

● ワイドパネル使用
35mmカメラでは
では55mm、デジ
Dシリーズ）では1
では25mmに固定

カメラの種類 レンズの種類

*ist Dシリーズ
DA、D FA、FA J、FA、
F

35mm オートフォー
カス一眼レフ

D FA、FA J、FA、F

645NⅡ、645N FA645

カメラの種類 焦点距離

*ist、MZ-L、MZ-S 20mm以上24mm未満

*ist DL、*ist DS、
*ist D 13mm以上16mm未満



（TTL）
ィルム面に当たる光の反射
になるように、カメラが自
発光量を調節します。
ージを参照してください。

ボ（A）
れている調光用センサー
量を自動的に調節します。

ロボやTTLオートストロボ
カメラでご使用ください。
ージを参照してください。

ボ（M）
ル露出にした場合、距離と
を調節して使用するマニュ
ができます。マニュアルス
/4,1/8,1/16,1/32）の7段の光
です。
ージを参照してください。
22

発

AF360
撮影目
撮影す
1 お使

して
→各発
（57ペ

2 お使
合わ

→各発

P-TTL
本発光
（距離、
の分割
元に本
TTLよ
撮影方
光モードを活用する

FGZには、以下の発光モードがあります。
的に合わせて選んでお使いください。
る前に、以下を確認してください。
いのカメラは、使いたい発光モードに対応
いるか。
光モードに対応しているカメラ
ージ）

いのカメラと設定した発光モードの組み
せで、どの機能が使えるか。
光モードの連動機能（61～68ページ）

オートストロボ（P-TTL）
前に小光量を発光して、被写体の状態
輝度、輝度差、逆光など）をカメラ側
測光用センサーで確認し、その情報を
発光の量を調整しますので、通常の
り更に正確な露出が得られます。
法は、23ページを参照してください。

TTLオートストロボ
レンズを通してフ
を測光し適正露出
動的にストロボの
撮影方法は、24ペ

外光オートストロ
ストロボに内蔵さ
で、ストロボの発光
P-TTLオートスト
に対応していない
撮影方法は、25ペ

マニュアルストロ
カメラをマニュア
絞りの組み合わせ
アルストロボ撮影
トロボは（1/1,1/2,1
量切り替えが可能
撮影方法は、27ペ
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わせて、シンクロモード切
チを先幕シンクロ（ ）
ロ（ ）または光量比制
にセットします。（29ページ

、（P-TTL）、（A.Zoom）に設

度）を合わせます。（お使いの
ズによってズーム（照射角度）
なります。18ページ参照）

と充電完了を確認して、撮

は、正しく調光が行なわれる
示とファンダー内の（ ）が

-L
チェック表示」（9ページ）を

。

、オートフォーカスレンズ以
正確に調光されません。

1.0～-3.0段階（EV）の範囲で
節可能で光量補正します。（15
■ P-TTLオートストロボ撮影

この発光モードの特徴や使用条件については
22ページを参照してください。

撮影手順

ストロボの電源スイッチを（ON）にします。

発光モード切り替えボタン（MODE）を
押して、表示パネルに（P-TTL）を表示さ
せます。

撮影目的に合
り替えスイッ
や後幕シンク
御（ ）
参照）

● 電源（ON）後は
定されています。

ズーム（照射角
カメラとレン
の合わせ方が異

撮影可能距離
影します。

● 以下のカメラで
と 、発光モード表
点滅します。
*ist、MZ-S、MZ
詳しくは、「オート
参照してください

● P-TTLオートでは
外のレンズでは、

● 必要に応じて、+
0.5 ステップで調
ページ参照）

��

�

�

�

1
2

3

4

5



り替えボタン（MODE）を
パネルに（TTL）を表示さ

わせて、シンクロモード切
チを先幕シンクロ（ ）
ロ（ ）または光量比制
セットします。（29ページ

角度）を合わせます。（お使
レンズによってズーム（照
せ方が異なります。18ペー

と充電完了を確認して撮影

、正しく調光が行なわれる
表示とファンダー内の（ ）

オートフォーカス一眼レフ
N2、645N、645、LX、SuperA
トチェック表示」（9ページ）
い。
24

■ TTLオートストロボ撮影
この発光モードの特徴や使用条件については
22ページを参照してください。

撮影手順

ストロボの電源スイッチを（ON）にしま
す。

発光モード切
押して、表示
せます。

撮影目的に合
り替えスイッ
や後幕シンク
御（ ）に
参照）

ズーム（照射
いのカメラと
射角度）の合わ
ジ参照）

撮影連動距離
します。

● 以下のカメラでは
と 、発光モード
が点滅します。
SF7を除く35mm
カメラ、672、645
詳しくは、「オー
を参照してくださ

�

�� �

�

1

2

3

4

5
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� �
■外光オートストロボ撮影
この発光モードの特徴や使用条件については
22ページを参照してください。

�

�

�



ドがプログラム自動露出か
動露出では、ストロボ側で
がカメラ側に自動的にセッ

角度）を合わせます。（お使
レンズによってズーム（照
せ方が異なります。18ペー

種類に関係なく、（M.Zoom）

プの点灯を確認して撮影し

、正しく調光が行われると、
ファインダー内の（ ）が

、MZ-M、P30T、P30N、P30、
3DateS、ProgramA
トチェック表示」（9ページ）
い。
すると、P-TTLあるいはTTL
。再度外光オートにセットし

先幕シンクロに固定されます。
26

撮影手順

電源スイッチを（ON）にします。

発光モード切り替えボタン（MODE）を
押して、表示パネルに外光オート（A）を
表示させます。

絞り値とISOを設定します。

① セレクトボタン（S）を押して、表示パ
ネルに（F/絞り値）を点滅させます。

② 調節ダイアルを回して絞り値をセット
します。

● 表示パネルの連動距離表示のバーグラフに撮
影可能距離の目安が表示されます。

③ 被写体までの距離が表示の範囲内であ
ることを確認してから、セレクトボタン

（S）を押します。
④（ISO）が点滅してから、調節ダイアルを

回してISOをセットします。
⑤ セレクトボタン（S）を1回押して点滅が

止まれば、セット完了です。

使用レンズの絞りを、表示パネルでセッ
トした絞り値に合わせます。

● カメラの露出モー
シャッター優先自
セットした絞り値
トされます。

ズーム（照射
いのカメラと
射角度）の合わ
ジ参照）

● 使用するレンズの
でセットします。

充電完了ラン
ます。

● 以下のカメラでは
発光モード表示と
点滅します。
645、LX、SuperA
P50、A3Date、A
詳しくは、「オー
を参照してくださ

● 電源を一旦OFFに
オートになります
てください。

● シンクロモードは、

1
2

3

4

5

6
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チを（ON）にします。

切り替えボタン（MODE）を
示パネルにマニュアル（M）
示させます。

必要な場合は1/1～1/32の間で
えできます。（15ページ参照）

射角度）を合わせます。（お使
とレンズによってズーム（照
わせ方が異なります。18ペー
■マニュアルストロボ撮影
この発光モードの特徴や使用条件については
22ページを参照してください。

撮影手順

電源スイッ

発光モード
押して、表
（1/xx）を表

● 発光量の調節が
発光量が切り替

ズーム（照
いのカメラ
射角度）の合
ジ参照）

�� �

�

1
2

3
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撮影距離に合わせて、レンズの絞りを
セットします。

● ガイドナンバー表は、79 ページを参照してく
ださい。

充電完了ランプの点灯を確認して、撮影
します。

● 以下のカメラでは、正しく調光が行われると、
発光モード表示とファインダー内の（ ）が
点滅します。
645、LX、MZ-M
詳しくは、「オートチェック表示」（9ページ）
を参照してください。

例：ズーム位置＝35mm、撮影距離＝3m、
感度（ISO）＝ 100の場合

①発光量（1/1）のとき、ガイドナンバー表
より、ガイドナンバー＝25

②絞り値＝ ＝8.3→

＝約8

4

ガイドナンバー  25
撮影距離    3m

5
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ド
影で写す場合の特殊効果とし
光した後、すぐにシャッター

ンクロを利用すると、動く被
物・乗り物など）の光跡を後
写し込むことができます。

ページを参照してください。

クロモード
ードでは、シャッター速度に
、カメラの同調速度より速い
でのストロボ撮影が可能にな
屋外での日中ストロボ撮影が

ページを参照してください。

ロモード
ードでは、複数のストロボを
トロボ同士の光量の違いを利
す。光量の比率は、このシン
したストロボが“1”、その
2”になります。

ページを参照してください。
シ

AF3
す。
撮影
1 お

対
→各

ペ
2 お

合
→各
3 使

用
→各

先幕
先幕
ンク
にス
シャ
撮影
ンクロモードを活用する

60FGZには、以下のシンクロモードがありま
撮影目的に合わせて選んでお使いください。
する前に、以下を確認してください。
使いのカメラは、使いたいシンクロモードに
応しているか。
シンクロモードに対応しているカメラ（59
ージ）
使いのカメラと設定した発光モードの組み
わせで、このシンクロモードが使えるか。
発光モードの連動機能（61～68ページ）
いたいシンクロモードについての詳細な使
条件
シンクロモードの制限事項（69～73ページ）

シンクロモード
シンクロモードは、もっとも一般的なシ
ロモードです。シャッターが開いた直後
トロボが発光します。同調速度以下の
ッター速度で使用できます。
方法は、30ページを参照してください。

後幕シンクロモー
低速シンクロ撮
て、ストロボが発
が閉じる後幕シ
写体（人物・動
ろに流れるように
撮影方法は、30

ハイスピードシン
このシンクロモ
制約がないので
シャッター速度
ります。例えば
可能となります。
撮影方法は、31

光量比制御シンク
このシンクロモ
組み合わせてス
用して撮影しま
クロモードに設定
他のストロボは“
撮影方法は、33



モード
ドの特徴や使用条件につい
参照してください。

を（ON）にします。

ド切り替えスイッチを後幕
）に合わせます。

プの点灯を確認してから、
さい。

ーボタンを半押しすると、ス
ンクロに切り替わります。
30

■先幕シンクロモード
このシンクロモードの特徴や使用条件につい
ては、29ページを参照してください。

撮影手順

電源スイッチを（ON）にします。

シンクロモード切り替えスイッチを先幕
シンクロ（ ）に合わせます。

充電完了ランプの点灯を確認してから、
撮影してください。

■後幕シンクロ
このシンクロモー
ては、29ページを

撮影手順

電源スイッチ

シンクロモー
シンクロ（

充電完了ラン
撮影してくだ

● カメラのシャッタ
トロボ側も後幕シ

1
2
3

1
2
3
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スイッチをONにし、露出モー
ム自動露出以外にします。

ットシューにストロボを取り
ロボの電源スイッチを（ON）

ード切り替えスイッチを、ハ
シンクロ（ ）にセットし

がカメラの同調速度を超えた
スピードシンクロモードにな
に（ ）が表示されます。

する場合は、セレクトボタン
て（0.0）を点滅させて、調節
補正値をセットしてくださ
1.0段階（EV）の範囲で0.5ス
正できます。（15ページ参照）

射角度）を合わせます。（お使
とレンズによってズーム（照
わせ方が異なります。18ペー
■ハイスピードシンクロモード
このシンクロモードの特徴や使用条件につい
ては29ページを参照してください。

● ハイスピードシンクロモードでは、81 ページ
の表のように、高速シャッターになるほど、ガ
イドナンバーが小さくなります。従って撮影可
能距離も短くなりますのでご注意ください。

撮影手順

カメラの電源
ドをプログラ

カメラのホ
付け、スト
にします。

シンクロモ
イスピード
ます。

● シャッター速度
場合のみ、ハイ
り、表示パネル

光量補正を
（S）を押し
ダイアルで
い。-3.0～+
テップで補

ズーム（照
いのカメラ
射角度）の合
ジ参照）

�

� �

��

1
2

3

4

5
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表示パネルで撮影可能距離をバーグラフ
で確認します。

ストロボの充電完了を確認して、撮影し
ます。

● カメラ側の操作については、カメラ本体の使用
説明書を参照してください。

● ハイスピードシンクロはカメラと AF360FGZ
を離した状態（ワイヤレス）でも可能です。

（43ページ参照）

6
7
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チを（ON）にします。

ード切り替えスイッチを光量
）に合わせます。

射角度）を合わせます。（お使
とレンズによってズーム（照
わせ方が異なります。18ペー

定しているAF360FGZ が、組み合
ボより被写体に近い場合は
角側にセットし直してください。

るストロボの電源を入れま

トロボと組み合わせる場合は、
上げます。

トロボの充電が完了している
してから、撮影します。
■光量比制御シンクロモード
このシンクロモードの特徴や使用条件につい
ては29ページを参照してください。

● 設置方法は、「AF360FGZを延長コードでつな
ぐ」（56ページ）を参照してください。

撮影手順

電源スイッ

シンクロモ
比制御（

ズーム（照
いのカメラ
射角度）の合
ジ参照）

● 光量比制御に設
わせるストロ
（M.Zoom）で、広

組み合わせ
す。

● カメラの内蔵ス
内蔵ストロボを

すべてのス
ことを確認

�

� �

�

1
2
3

4

5
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ストロボ1灯撮影

● シンクロモード切り替えスイッチを光量比制
御（ ）に合わせても、ストロボが一灯
しかない場合は、通常の先幕シンクロ撮影にな
ります。

光量比制御撮影
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ヤレスモードで使用するとき
発光するまでにカメラに取り

とカメラから離した側のスト
下のような情報伝達が行われ

ンを全押しする

ロボが小光量のコントロール
メラ側の発光モードを伝達）

た方の AF360FGZ が小光量の
写体の状態を確認）

ロボが小光量のコントロール
光量を離した方のAF360FGZ

ドシンクロ）が設定されてい
時間を伝達するためにこの後カ
ボがもう一度小光量の発光を

た方の AF360FGZ が本発光を
トロボを本発光させる場合は
してください）。

ボ制御について（P-TTL撮影）
応

■ワ
ワイ
ドで
影が
カメ
AF3
● カ

ス
も

撮影
1 お
→ワ
（6

2 お
合

→各
3 ス

か
→ワ

ペ

用的な使い方

イヤレスモード
ヤレスモードでは、ストロボを延長コー
つながずに、カメラから離してのP-TTL撮
できます。
ラの内蔵ストロボかカメラに取り付けた

60FGZと組み合わせてください。

メラに取り付ける側、または離して使う側の
トロボのどちらかにAF540FGZを使って
、ワイヤレスモード撮影ができます。
する前に、以下を確認してください。
使いのカメラはこの機能に対応しているか。
イヤレスモード撮影に対応しているカメラ
0ページ）
使いのカメラと設定した発光モードの組み
わせで、この機能が使えるか。
発光モードの連動機能（61～68ページ）
レーブモードが SLAVE1 に設定されている
。
イヤレススレーブモードの設定方法（49
ージ参照）

AF360FGZをワイ
には、ストロボが
付けたストロボ
ロボとの間で以
ています。

シャッターボタ

カメラ側のスト
発光をする（カ

カメラから離し
発光をする（被

カメラ側のスト
発光をする（発
に伝達）

● HS（ハイスピー
る場合は、発光
メラ側のストロ
します。

カメラから離し
する（両方のス
41ページを参照

ワイヤレスストロ
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● コントロール発光と本発光
ワイヤレスモードにおいて、コントロール発光
とは、撮影前に他のストロボに情報を送信する
目的でのみ行なわれる発光です。本発光とは、
従来同様実際に撮影される際に行なわれる発
光です。

● ストロボをカメラから離して設置するとき、三
脚を使用する場合はオフカメラシューアダプ
ター Fを、テーブルや椅子など任意の場所に設
置する場合はオフカメラシュークリップCL-10
を使用してください。

● 内蔵ストロボや、AF360FGZと被写体との距離
は4m以内にしてください。
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ムウェアのアップデートは、弊社
口でも承ります（有料）
● 内蔵ストロボと組み合わせてワイヤレスモー
ド撮影ができるのは、以下のカメラのみです。
*ist D、*ist、MZ-S、MZ-L、K10D（注）、K20D、
K200D、K-x、K-7、K-m
（注）ただしファームウェアが、「VER：1.10」以降

にアップデートされている必要があります。
K10Dのファームウェアは下記URLからダウ
ンロードして、カメラにインストールしてく
ださい。
http://www.pentax.jp/japan/support/
download_digital.html

なおファー
のお客様窓

内蔵ストロボと組み合わせて使用する場合



ラから取り外して、発光さ
定します。

以外になっていたら、発光
ン（MODE）を押して、表
）を表示させます。

トロボを使用できる状態に
ードを （ワイヤレス）に

ストロボの充電完了を確
ます。
プが点滅します。

は、必要に応じて発光量調
1/3）と光量補正（-3.0～

（15ページ参照）

ヤレス）にセットされてい
発光しません。

クション設定で、内蔵スト
いことができます。設定方
明書をご覧ください。

は 55 ページ参照を参照し
38

まず、AF360FGZのチャンネルを設定し、カ
メラ側に登録します。

カメラの電源を切ってから、AF360FGZを
カメラのホットシューに取り付けます。
ストロボの電源スイッチを（WIRELESS）
にします。

③ ワイヤレスモード切り替えスイッチを
（S）にセットします。表示パネル右上に
SLAVEが表示されます。

● 測光タイマー作動中（ファインダー内に絞り等
の情報が表示中）は、SLAVE に設定できません。

④ 設定切り替えレバーを下げて（黄色・）
にし、表示パネルにチャンネルを表示さ
せます。

⑤ チャンネル設定ボタン (CH.) を押して、
チャンネルを1CH～4CHから選びます。

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

⑦ カメラの電源を入れて、シャッターボタ
ンを半押しすると、カメラ側にストロボ
のチャンネルが登録されます。

ストロボをカメ
せたい位置に固

● 発光モードがP-TTL
モード切り替えボタ
示パネルに（P-TTL

カメラの内蔵ス
し、ストロボモ
セットします。

AF360FGZと内蔵
認して、撮影し
AF360FGZはラン

● P-TTLモードの場合
節（1/1、2/3、1/2、
+1.0）が可能です。

● カメラ側が （ワイ
ないとAF360FGZは

● カメラ本体のファン
ロボを本発光させな
法はカメラの使用説

● テスト発光について
てください。

1 2

3

4
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の電源スイッチを（WIRELESS）
。
スモード切り替えスイッチを
ットします。表示パネル右上に
Lが表示されます。
替えレバーを下げて（黄色・）
示パネルにチャンネルを表示さ

ル設定ボタン（CH.）を押して、
ルを1CH～4CHから選びます。

する場合
（カメラ側のストロボの準備）

まず、カメラに取り付けたストロボのチャ
ンネルを設定し、カメラ側に登録します。
① カメラの電源を切ってから、AF360FGZを

カメラのホットシューに取り付けます。

② ストロボ
にします

③ ワイヤレ
（C）にセ
CONTRO

④ 設定切り
にし、表
せます。

⑤ チャンネ
チャンネ

カメラにAF360FGZを取り付けて、コントロール発光用として使用

本発光させる

コントロール発光のみで

本発光させない

1



AF360FGZを発光させたい位
ます。
電源スイッチを（WIRELESS）

モード切り替えスイッチを
トします。表示パネル右上に
示されます。
えレバーを下げて（黄色・）に
ネルにチャンネルを表示させま

設定ボタン（CH.）を押して、
ストロボで設定したチャン
チャンネルを選びます。
えレバーを上（白色・）に戻

同じチャンネルにセットしな
側のストロボが発光しません。

トロボの充電完了を確認し
す。
のストロボはランプが点滅し
40

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

⑦ カメラの電源を入れて、シャッターボタ
ンを半押しすると、カメラ側にストロボ
のチャンネルが登録されます。

（離して使う側のストロボの準備）

次に離して使う側（ワイヤレス側）のスト
ロボのチャンネルを、カメラのストロボと
同じチャンネルに合わせます。

① もう１台の
置に固定し

② ストロボの
にします。

③ ワイヤレス
（S）にセッ
SLAVEが表

④ 設定切り替
し、表示パ
す。

⑤ チャンネル
カメラ側の
ネルと同じ

⑥ 設定切り替
します。

● ２つのストロボを
いと、ワイヤレス

（撮影する）

それぞれのス
て、撮影しま
ワイヤレス側
ます。2

3
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スモード切り替えスイッチを
ットします。表示パネル右上に
が表示されます。
替えレバーを下げて(黄色・)にし、
ルにチャンネルを表示させます。
ル設定ボタン（CH.）を押して、
ルを1CH～4CHから選びます。

本発光させて使用する場合
（カメラ側のストロボの準備）

まず、カメラに取り付けたストロボのチャ
ンネルを設定し、カメラ側に登録します。
① カメラの電源を切ってから、AF360FGZを

カメラのホットシューに取り付けます。
② ストロボの電源スイッチを（WIRELESS）

にします。

③ ワイヤレ
（M）にセ
MASTER

④ 設定切り
表示パネ

⑤ チャンネ
チャンネ

カメラにAF360FGZを取り付けて、離して使う側のストロボと両方

両方のストロボを本発光させる

1



（

側（ワイヤレス側）のス
ルを、カメラ側のストロ
ルに合わせます。

360FGZを発光させたい位
す。
スイッチを（WIRELESS）

ード切り替えスイッチを
します。表示パネル右上に
されます。
バーを下げて(黄色・)にし、
ャンネルを表示させます。

定ボタン（CH.）を押して、
トロボで設定したチャン
ャンネルを選びます。
レバーを上（白色・）に戻

じチャンネルにセットしな
ストロボが発光しません。

ロボの充電完了を確認し

トロボはランプが点滅し
42

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

⑦ カメラの電源を入れて、シャッターボタ
ンを半押しすると、カメラ側にストロボ
のチャンネルが登録されます。

離して使う側のストロボの準備）

次に、離して使う
トロボのチャンネ
ボと同じチャンネ
① もう１台のAF

置に固定しま
② ストロボの電源

にします。
③ ワイヤレスモ
（S）にセット
SLAVEが表示

④ 設定切り替えレ
表示パネルにチ

⑤ チャンネル設
カメラ側のス
ネルと同じチ

⑥ 設定切り替え
します。

● ２つのストロボを同
いと、ワイヤレス側の

（撮影する）

それぞれのスト
て、撮影します。
ワイヤレス側のス
ます。

2

3
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スモード切り替えスイッチを
ットします。表示パネル右上に
表示されます。

動中（ファインダー内に絞り等
）は、SLAVE に設定できません。
（内蔵ストロボと組み合わせて撮影する場合）

まず、AF360FGZのチャンネルを設定し、カ
メラ側に登録します。
① カメラの電源を切ってから、AF360FGZを

カメラのホットシューに取り付けます。
② ストロボの電源スイッチを（WIRELESS）

にします。

③ ワイヤレ
（S）にセ

SLAVEが
● 測光タイマー作

の情報が表示中

ワイヤレスでハイスピードシンクロ撮影をする

1



ストロボのシンクロモード
ッチを先幕シンクロ（ ）

モードをマニュアル露出に
り高速のシャッター速度に

カメラの同調速度以下では
を超えた場合のみ、ハイス
なります。

トロボの充電完了を確認し
。
ストロボはランプが点滅し

にコントロール発光で、本発

ついては、カメラ側本体の使
てください。
44

④ 設定切り替えレバーを下げて（黄色・）
にし、表示パネルにチャンネルを表示さ
せます。

⑤ チャンネル設定ボタン（CH.）を押して、
チャンネルを1CH～4CHから選びます。

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

⑦ カメラの電源を入れて、シャッターボタ
ンを半押しすると、カメラ側にストロボ
のチャンネルが登録されます。

ストロボをカメラから取り外して、発光さ
せたい位置に固定します。

● 発光モードがP-TTL以外になっていたら、発光
モード切り替えボタン（MODE）を押して、表
示パネルに（P-TTL）を表示させます。

ズーム（照射角度）を合わせます。（18
ページ参照）

● 使用するレンズの種類に関係なく、（M.Zoom）
でセットします。

内蔵ストロボを使用できる状態にし、
（ ）を表示させます。

ワイヤレス側の
切り替えスイ
に設定します。

カメラの露出
し、同調速度よ
設定します。

● シャッター速度が
P-TTL、同調速度
ピードシンクロに

それぞれのス
て、撮影します
ワイヤレス側の
ます。

● 内蔵ストロボは常
光はしません。

● カメラ側の操作に
用説明書を参照し

2

3

4

5

6

7
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スモード切り替えスイッチを
は（M）にセットします。
L：カメラ側のストロボをコン

トロール発光用として使用
する場合

： 両方のストロボを本発光さ
せる場合

替えレバーを下げて（黄色・）
示パネルにチャンネルを表示さ

ル設定ボタン（CH.）を押して、
ルを1CH～4CHから選びます。
（もう１台のAF360FGZと組み合わせて撮影
する場合）

まず、カメラに取り付けたストロボのワイ
ヤレスモードとチャンネルを設定し、チャ
ンネルをカメラ側に登録します。
① カメラの電源を切ってから、AF360FGZを

カメラのホットシューに取り付けます。
② ストロボの電源スイッチを（WIRELESS）

にします。

③ ワイヤレ
（C）また

CONTRO

MASTER

④ 設定切り
にし、表
せます。

⑤ チャンネ
チャンネ

1



同じチャンネルにセットし
ス側のストロボが発光しませ

ストロボのシンクロモード
ッチを先幕シンクロ（ ）

モードをマニュアル露出に
り高速のシャッター速度に

カメラの同調速度以下では
を超えた場合のみ、ハイス
なります。

トロボの充電完了を確認し
。
ストロボはランプが点滅し
46

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

⑦ カメラの電源を入れて、シャッターボタ
ンを半押しすると、カメラ側にストロボ
のチャンネルが登録されます。

次に、離して使う側（ワイヤレス側）のス
トロボのチャンネルを、カメラ側のストロ
ボと同じチャンネルに合わせます。
① もう１台のAF360FGZを発光させたい位

置に固定します。
② ストロボの電源スイッチを（WIRELESS）

にします。
③ ワイヤレスモード切り替えスイッチを
（S）にセットします。表示パネル右上に
SLAVEが表示されます。

④ 設定切り替えレバーを下げて（黄色・）
にし、表示パネルにチャンネルを表示さ
せます。

⑤ チャンネル設定ボタン（CH.）を押して、
カメラ側のストロボで設定したチャン
ネルと同じチャンネルを選びます。

⑥ 設定切り替えレバーを上（白色・）に戻
します。

● ２つのストロボを
ないと、ワイヤレ
ん。

ワイヤレス側の
切り替えスイ
に設定します。

カメラの露出
し、同調速度よ
設定します。

● シャッター速度が
P-TTL、同調速度
ピードシンクロに

それぞれのス
て、撮影します
ワイヤレス側の
ます。

2
3

4

5
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ードがSLAVE2になっている
してください。（49ページ参

電源スイッチを
S）にします。

ード切り替えスイッチを（S）
ます。表示パネル右上に

示されます。

切り替えボタン（MODE）で
をセットします。

合わせてズーム（照射角度）
から、被写体に対して照射し
ストロボを設置します。

ラから離して設置するとき、三
合はオフカメラシューアダプ
ブルや椅子など任意の場所に設
フカメラシュークリップCL-10
さい。
■スレーブ発光
スレーブ発光機能では、ワイヤレスモードに対
応していないカメラやストロボとの組み合わ
せで、AF360FGZを延長コードでつながずに、
カメラから離して使用できます。外光オートま
たはマニュアルで撮影ができます。
撮影する前に、以下を確認してください。
1 お使いのカメラと設定した発光モードの組み

合わせで、この機能が使えるか。

→各発光モードの連動機能（61～68ページ）
2 スレーブ発光で撮影するときの注意事項（76

ページ）

● ワイヤレスモードに対応しているカメラにつ
いては、60ページを参照してください。

撮影手順

スレーブモ
ことを確認
照）

ストロボの
（WIRELES
ワイヤレスモ
にセットし
SLAVEが表

発光モード
発光モード

撮影目的に
を合わせて
たい方向に

● ストロボをカメ
脚を使用する場
ター Fを、テー
置する場合はオ
を使用してくだ

1

2
3

4
5



ボを赤目軽減発光させない
発光の時点で、AF360FGZが
す。同様の理由で、ストロボ
AF補助光機能のあるカメラ
働かないように、カメラを
カスにしてください。
48

カメラ側のストロボの電源を入れます。

● カメラの内蔵ストロボと組み合わせる場合は、
内蔵ストロボを上げます。

ストロボの充電完了を確認して撮影しま
す。

● 充電が完了するとカメラのファインダー内に
（ ）が点灯します。
AF360FGZは充電完了ランプが点滅します。

● スレーブ発光時は、AF360FGZのワイヤレス受
光部がストロボの光を受けられるように、設置
してください。

● カ メ ラ 側 の ス ト ロ ボ が 光 る と 同 時 に
AF360FGZも光ります。

● カメラ側のストロボや、AF360FGZと被写体と
の距離は、約4m以内にしてください。

● オートパワーオフを設定している場合は、約1
時間後にオートパワーオフが働きます。

● カメラ側のストロ
でください。プリ
発光してしまいま
の連続発光による
では、AF補助光が
マニュアルフォー

6

7
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タン（S）を押すごとに、1→
切り替わります。

ると、ストロボは正しく発光し
なかったり、コントロール発光
したりします。

（LIGHT）を押して、セット
す。

光灯のフリッカーの影響により、
に誤発光することがあります。

スモードで撮影する場合

発光で撮影する場合
■スレーブモードの設定方法
スレーブ発光を正しく行なうため、スレーブ
モードを設定する必要があります。

設定手順

設定切り替えレバーを上に上げます。

照明ボタン（LIGHT）を、2秒間押しま
す。SLAVE1が表示されます。

セレクトボ
2→1の順で

● 上記の設定を誤
ません。発光し
と同時に本発光

照明ボタン
を終了しま

● SLAVE2では、蛍
ストロボがまれ

2秒間
押す

1
2

1： ワイヤレ

2： スレーブ

3

4
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■低速シンクロ撮影
夜景（夕景）をバックにして、手前に人物な
どを入れた写真を写すときは、通常のストロ
ボ撮影をすると、背景にはストロボの光が届
かないために、景色が真っ暗になってしまい
ますが、シャッター速度を遅くして背景に露
出を合わせて、ストロボ撮影をすると、背景
も人物もバランス良く写すことができます。
撮影する前に、以下を確認してください。
1 お使いのカメラはこの機能に対応しているか。

→低速シンクロモード撮影に対応しているカ
メラ（61ページ）

2 お使いのカメラと設定した発光モードの組み
合わせで、この機能が使えるか。

→各発光モードの連動機能（61～68ページ）

● 詳しくは、カメラの使用説明書をご覧くださ
い。
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ンス角度は、以下のとおりで

°、60°、75°、90°
0°
■バウンス撮影
AF360FGZは、発光部の向きを上下方向に変え
ることで、天井や壁、白紙などを利用してス
トロボ光を一度反射させてから被写体に当て
ると、影のやわらかい、自然な写真ができま
す。ストロボの光量は低下しますので、近距
離でのP-TTL、TTLオートストロボ撮影に有効
です。

設定できるバウ
す。

上方向： 0°、45
下方向： 0°、-1



ボ撮影
、反射面の状態によって、ス
く影響を受けることがあり
めテスト撮影をするか、露
写しておくと良いでしょ

、バウンスに使う反射面に色
その色味を帯びた写真となり
図が無い場合には、白色の反
さい。

周囲の状況に大きく影響され
なども参考にしてください。
52

● 各バウンス角度にはクリックが付いています。

● 角度を変える際は、バウンスロック解除ボタン
を押しながらストロボ発光部を動かしてくだ
さい。

● バウンス撮影では、表示パネルに（ ）が表
示されます。

● バウンス撮影では、撮影可能距離は下方向-10°
に設定した場合のみ、表示されます。

● 1m以下の撮影では、光のムラを防ぐため、下
方向-10°のバウンス撮影をお勧めします。

P-TTL、TTLオートストロボ撮影
反射面の状況や角度・距離によってストロボ
の反射光量が変わりますが、TTLオートスト
ロボであれば、比較的簡単にバウンス撮影が
行なえます。撮影時は、ファインダーのオー
トチェック表示やストロボの調光確認表示で
確認してください。

マニュアルストロ
バウンス撮影では
トロボ光量が大き
ますので、あらかじ
出を変えて何枚か
う。

● カラー写真の場合
がついていると、
ますから、特に意
射面をご利用くだ

● バウンス撮影は、
ます。写真解説書
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きは、シャッターボタンを改め
ださい。

F補助光を使う場合は、カメラ
光は働きません。

シューに取り付けたときのみ、
す。ストロボをカメラから離す
ません。

（SB）として使う場合は、ス
ません。
■ AF補助光
AF360FGZには、暗い所や暗くてコントラスト
の低い所でオートフォーカス機能をより確実
に働かせるために、赤色光の補助投光機能が
内蔵されています。この機能は、カメラをオー
トフォーカスにしたときにのみ作動します。
AF360FGZの発光モード切り替えボタン
（MODE）を（SB）にセットすれば、ストロ
ボを発光させずにAF補助光専用機として使用
することもできます。

1.電源スイッチを（ON）にします。
2.発光モード切り替えボタン（MODE）を押し
て、表示パネルに（SB）を表示させます。
3.カメラをオートフォーカスにします。
4.カメラのシャッターボタンを半押しすると、
AF補助光が自動的に投光されます。

● 明るい所では、AF補助光は作動しません。

● 数秒待っても合焦表示が点灯しないときは、ピ
ント合わせができないときです。
この場合はマニュアルにてピントを合わせて
ください。

● 構図を変えると
て押し直してく

● AF360FGZのA
に内蔵のAF補助

● カメラのホット
正確に作動しま
と正しく動作し

● AF補助光専用機
トロボは発光し

AF補助光専用機として使う場合



ラ）、35mm（645カメラ）、

の目にごく少量のストロボ
入れて生き生きとした写真
ンス発光位置90°で被写体
するのが一般的です。
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■ ワイドパネル板/キャッチライト板
AF360FGZには、ワイドパネル板とキャッチライ
ト板が、発光部前面上部に内蔵されています。
必要に応じて以下の手順でお使いください。

ワイドパネル板とキャッチライト板、両
方を引き出します。

使用しない方を収納します。

● ワイドパネル板を収納するときは、キャッチラ
イト板が巻き込まれないように手で押さえな
がらワイドパネル板を収納してください。

● キャッチライト板を収納するときは、手で押し
込んで収納してください。

1.ワイドパネル板

ワイドパネル板を使うと、以下のズーム位置
に相当する焦点距離のレンズに対応する照射
角度に設定できます。ストロボのズーム位置
は以下の位置に固定されます。
13mm（デジタルカメラ（Kシリーズ、*ist Dシ
リーズ））、25mm（デジタルカメラ（645D））、

20mm（35mmカメ
55mm（67カメラ）

2.キャッチライト板

人物撮影で、被写体
光を当て、瞳に光を
ができます。バウ
から近い距離で撮影

ストロボ側面図

1
2
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モデリングライト発光やテ
カメラ

では、モデリングボタン
テストボタン（TEST）の代

のボタンを使用できます。こ
ラに取り付けても、ワイヤレ
。設定方法についてはカメラ
照してください。

使用できます（カメラの使用説
タムファンクション一覧」参照）。

タンを使用できます（カメラの使

ファンクションキーの操作」参

タンを使用できます（カメラの使

ファンクションキーの機能」参
■モデリングライト発光・テスト
発光

ストロボ撮影による被写体の影の出かたを、
撮影前に確認することができます。

モデリングライト発光

設定切り替えレバーを下側（黄色・）に
セットします。

充電完了を確認して、モデリングボタン
（MODELING）を押すと約1秒間連続して
発光します。

使用後、設定切り替えレバーを上側（白
色・）に戻します。

● 発光部の発熱と劣化防止のため、モデリングラ
イト発光は連続10回までとしてください。10
回使用後は、10分以上間隔をあけてください。

テスト発光
充電完了後、テストボタン（TEST）を押すと
テスト発光ができます。

カメラのボタンで
スト発光ができる
以下のカメラ
（MODELING）や
わりに、カメラ
の操作は、カメ
スでもできます
の使用説明書を参1

2

3

*ist D：OKボタンを
明書「カス

*ist： ストロボボ

用説明書「
照）。

MZ-S：液晶照明ボ

用説明書「

照）。



シューがありません。ホット
72（別売）を使用してくだ
方はホットシューグリップ
を参照してください。

から離して設置するとき、三
はオフカメラシューアダプ
ルや椅子など任意の場所に設
カメラシュークリップCL-10
ください。

R
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■ AF360FGZを延長コードでつなぐ
カメラから離したAF360FGZを、コードでつな
いで使う場合は、延長コードF5P（別売）を使
用します。延長コードF5Pは、ホットシューア
ダプター FG（別売）またはホットシューアダ
プターF（別売）を使ってカメラに取り付けて
ください。（右図参照）

● 以下のカメラの内蔵ストロボとAF360FGZを組
み合わせて使う場合は、ホットシューアダプ
ターFGを使用してください。ホットシューアダ
プター Fを使用すると、内蔵ストロボが上がら
なくなります。

K-x、K-7、K-m、K20D、K200D、K100D Super、
K10D、K100D、*ist DL2、*ist DS2、*ist DL、*ist
DS、*ist D、*ist、MZ-L、MZ-S、MZ-60、MZ-
5N、MZ-30、MZ-7、MZ-3、MZ-5、MZ-10、MZ-50
以上を除くカメラでは、ホットシューアダプ
ター Fも使えます。

● 672 にはホット
シューグリップ6
さい。取り付け
672の使用説明書

● ストロボをカメラ
脚を使用する場合
ター Fを、テーブ
置する場合はオフ

（別売）を使用して
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ドの連動機能」（61～68ペー

備考

露出、シャッター優先自動露出、絞

モードがマニュアル(M) に設定され

マーが作動している（ファインダー

状態では、自動的に（P-TTL）に切

K-7、K-m、K20D、K200D、K100D
S2、*ist DS、*ist Dで、レンズの絞

は、TTLに切り替わります）。

御の場合、発光モードがマニュアル

ャッターボタンを半押しすると自動

す。

している状態では、発光モードボタ

(M)は選択できません。

が表示されることがありますが、実

ます。
各

■各
各発
ただ
ジ）

P-TT
（P-T
機能とカメラの対応について

発光モードに対応しているカメラ
光モードに対応しているカメラは以下のとおりです。
し、発光モードごとに連動する機能が異なります。「各発光モー
をご覧ください。

発光モード カメラ

L オートストロボ

TL）
645D、K-x、K-7、
K-m、K20D、K200D、

K100D Super、
K10D、K100D、

*ist DL2、*ist DS2、
*ist DL、*ist DS、
*ist D、*ist、MZ-L、
MZ-S

• 露出モードがプログラム自動

り優先自動露出の場合、発光

ていても、カメラの測光タイ

内の情報が表示されている）

り替わります（645D、K-x、
Super、K10D、K100D、*ist D
りをA位置以外にしている場合

• 後幕シンクロまたは光量比制

(M) に設定されていても、シ

的に（P-TTL）に切り替わりま

• カメラの測光タイマーが作動

ン（MODE）を押しても(A)、
• 以下のカメラでは、（P-TTL）
際の撮影は（TTL）で行なわれ

LX、SuperA、645



の場合、発光モードがマニュアル

ターボタンを半押しすると自動

出、シャッター優先自動露出、絞

ードがマニュアル（M）に設定さ

切り替わります。

の場合、発光モードがマニュアル

ターボタンを半押しすると自動

ている（ファインダー内の情報が

光モードボタン（MODE）を押し

ん。

ん。

-
カメラでも（A）を使用できます。

アル露出に設定されている

していない

合わせでは、絞り値をF2より明

きません。

Z-1、SFXN、SF7、SFX
露出、シャッター優先自動露出
-

考
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TTLオートストロボ

（TTL）
672 • 後幕シンクロまたは光量比制御

(M) に設定されていても、シャッ

的に（TTL）に切り替わります。

645N2、645N、Zシ
リーズ、MZシリーズ

（MZ-M を除く）、

SFXN、SFX

• 露出モードがプログラム自動露

り優先自動露出の場合、発光モ

れていても、自動的に（TTL）に

• 後幕シンクロまたは光量比制御

(M) に設定されていても、シャッ

的に（TTL）に切り替わります。

• カメラの測光タイマーが作動し

表示されている）状態では、発

ても（A）、（M）は選択できませ

• SF7では（TTL）は使用できませ

645、SuperA、LX
外光オートストロボ(A) 絞りを任意に設定で

きるペンタックス一

眼レフカメラ

• 以下の場合は、オートフォーカス

• カメラの露出モードがマニュ

• カメラの測光タイマーが作動

• 以下のカメラと露出モードの組み

るい値に設定すると正しく撮影で

カメラ：Z-5P、Z-5、Z-1P、
露出モード：プログラム自動

マニュアルストロボ(M) 絞りを任意に設定で

きるペンタックス一

眼レフカメラ

発光モード カメラ 備
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す。詳しくは、制限事項参照

制限事項
参照ページ

一眼レフカメラ 69ページ

K-7、K-m、K20D、

00D Super、K10D、
 DL2、*ist DS2、
 DS、*ist D 70ページ

2、645N
ズ、MZシリーズ

)、SFXN、SFX、SF7
K-7、K-m、K20D、

00D Super、K10D、

 DL2、*ist DS2、
 DS、*ist D 71ページ

2、645N
ズ、MZシリーズ

)、SFXN、SFX、SF7
■各シンクロモードに対応しているカメラ
各シンクロモードに対応しているカメラは以下のとおりです。
ただし、カメラの種類や設定によって使用できる条件が異なりま
ページを参照してください。

シンクロモード カメラ

先幕シンクロ（ ） ホットシューを備えたすべてのペンタックス

後幕シンクロ（ ） デジタル一眼レフカメラ 645D、K-x、
K200D、K1
K100D、*ist
*ist DL、*ist

フィルムカメラ（中判カメラ) 672、645N
フィルムカメラ（35mmオート
フォーカス一眼レフカメラ）

*ist、Zシリー
(MZ-Mを除く

光量比制御シンクロ

（ ）

デジタル一眼レフカメラ 645D、K-x、
K200D、K1
K100D、*ist
*ist DL、*ist

フィルムカメラ（中判カメラ) 672、645N
フィルムカメラ（35mmオート

フォーカス一眼レフカメラ）

*ist、Zシリー

(MZ-Mを除く



（ 要があります。（37ページ）
ロボやマニュアルストロボ

-7、K-m、K20D、
D Super、K10D、

L2、*ist DS2、
S、*ist D 73ページ

Z-L

備考

レスモード撮影をするとき
レーブモードをSLAVE１に設

ください。（49ページ参照）
カメラは、内蔵ストロボと組

せてワイヤレスモードで撮影

とはできません。
 Super、K100D、*ist DL2、*ist
*ist DS、*ist DL

制限事項

参照ページ
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■ワイヤレスモードに対応しているカメラ

注）K10Dはファームウェアのバージョンが1.10以降になっている必
ワイヤレスモードに対応していない組み合わせでも、外光オートスト
でのスレーブ発光は可能です。（47ページ）

ハイスピードシンクロ
（ ）

デジタル一眼レフカメラ 645D、K-x、K
K200D、K100
K100D、*ist D
*ist DL、*ist D

フィルムカメラ（35mmオート

フォーカス一眼レフカメラ）

*ist、MZ-S、M

機能 カメラ

ワイヤレスモード
（ ）

デジタル一眼レフカメラ 645D、K-x、K-7、
K-m、K20D、

K200D、*ist DL2、
*ist DS2、*ist DL、
*ist DS、*ist D、

K10D（注）

• ワイヤ
は、ス

定して
• 以下の

み合わ

するこ
K100D
DS2、

フィルムカメラ（35mmオート
フォーカス一眼レフカメラ）

*ist、MZ-S、MZ-L

シンクロモード カメラ
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異なります。

ード非対応）
光しません。（53ページ参照）

備考

0D、

L2、
以下のカメラでは、B（バル

ブ）以外での低速シンクロ
撮影はできません。

• シャッター速度をストロ

ボ同調速度より低速に設
定できないカメラ

• ストロボの充電が完了す
ると、シャッター速度が

自動的に同調速度に切り

替わるカメラ
• バルブ以外にマニュアル

でのシャッター速度切り
替えができないカメラ

度

ャッ
い

■低速シンクロモードに対応しているカメラ

■各発光モードの連動機能
お使いのカメラごとに対応している発光モードやシンクロモードが
以下の表を参照してください。
（○：使用可能　△：条件付使用可能　×：使用不可能　-：発光モ
※発光モードをSB（AF補助光）に設定した場合は、ストロボは発

機能 カメラ

低速シンクロ デジタル一眼レフ

カメラ

645D、K-x、K-7、K-m、K20D、K20
K100D Super、K10D、K100D、*ist D
*ist DS2、*ist DL、*ist DS、*ist D

フィルムカメラ

（35mmオートフォー
カス一眼レフカメラ）

*ist、MZシリーズ、Zシリーズ、

SFXN、SFX、SF7

フィルムカメラ
（中判カメラ）

672、645N2、645N、645

フィルムカメラ

（35mmマニュアル
フォーカス一眼レフ

カメラ）

以下の二つの条件を満たしたカメラ

• シャッター速度をストロボ同調速
より低速に設定できるカメラ

• ストロボの充電が完了しても、シ
ター速度が自動的に切り替わらな

カメラ



TTL）に切り替わります。

100D Super、K10D、K100D、

S

（M）
マニュアル

ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

（A）*1、（B） （A）、（B）

○ -
× -
○ -
× -

○ -

○ -

× -

○ -
× -
○ -
○ ○
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1.P-TTLオートストロボ対応カメラ

*1: カメラの種類のよっては、カメラの測光スイッチが入った状態では（P-TTL）または（
詳しくは57ページをご覧ください。

*2: *istD、K10D（ファームウェアのバージョンが1.10以降になっていることが必要）

タイプＡ（デジタル一眼レフカメラ）： 645D、K-x、K-7、K-m、K20D、K200D、K
*ist DL2、*ist DS2、*ist DL、*ist DS、*ist D

タイプＢ（フィルムカメラ（35mmオートフォーカス一眼レフ））：*ist、MZ-L、MZ-

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート
ストロボ撮影

カメラタイプ （A） （B） （A） （B） （A）、（B）

先幕シンクロ ○ ○ ○ ○ ○

後幕シンクロ ○ ○ ○ ○ ×

低速シンクロ ○ ○ ○ ○ ○

ハイスピードシンクロ ○ ○ ○ ○ ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

充電完了表示
○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

オートチェック
× ○ × ○ ×

スレーブ発光 × ○ × ○ ○

ワイヤレス制御 ○*2 ○ ○ ○ ×

赤目軽減機能 ○ ○ ○ ○ ○

AF補助光 ○ ○ ○ ○ ×
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MZ-50を除く）

P、Z-50P、Z-70P、SFX、SFXN

（M）
マニュアル
ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

）（B）（C）（A）、（B）、（C）

○ ○ -

× × -

○ ○ -

× × -

○ ○ -

○ ○ -

× × -

○ ○ -

× × -
*1 △*2 × -

○ ○ ○
2.TTＬオートストロボ対応カメラ
＜フィルムカメラ（35ｍｍオートフォーカス一眼レフ）＞

*1：赤目軽減機能を備えたカメラと組み合わせた場合のみ（MZ-5N、Z-1P、Z-5Pを除く）
*2：AF360FGZをカメラから離して、延長コードで接続した場合のみ（MZ-3、MZ-5、MZ-10、

タイプＡ： MZ-60、MZ-5N、MZ-30、MZ-7、Z-1、Z-5、Z-1P、Z-5P、Z-20、Z-20
タイプＢ： MZ-3、MZ-5、MZ-10、MZ-50
タイプC： Z-10

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート
ストロボ撮影

カメラタイプ （A）、（B）、（C）（A）（B）（C）（A）（B）（C）（A
先幕シンクロ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後幕シンクロ - ○ ○ ○ × × × ×

低速シンクロ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハイスピードシンクロ - × × × × × × ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

充電完了表示
- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

オートチェック
- ○ ○ ○ × × × ×

スレーブ発光 - × × × ○ ○ ○ ○

ワイヤレス制御 - × × × × × × ×

赤目軽減機能 - ○*1 △*2 × ○*1 △*2 × ○

AF補助光 - ○ ○ ○ × × × ○



（M）
マニュアル
トロボ撮影

（SB）
AF補助光

）（E） （F）（D）（E）（F）
○ ○ - - -

× × - - -

○ × - - -

× × - - -

○ ○ - - -

○ ○ - - -

× ○ - - -

○ × - - -

× × - - -

× × - - -

○ - - ○ -
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＜フィルムカメラ（中判カメラ）＞

タイプD： 67Ⅱ
タイプE： 645ＮⅡ、645Ｎ
タイプF： 645

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート

ストロボ撮影 ス

カメラタイプ （D）、（E）、（F）（D）（E） （F）（D）（E） （F）（D
先幕シンクロ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後幕シンクロ - ○ ○ × × × × ×

低速シンクロ - ○ ○ × ○ ○ × ○

ハイスピードシンクロ - × × × × × × ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

充電完了表示
- ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

オートチェック
- ○ ○ ○ × × ○ ×

スレーブ発光 - × × × ○ ○ × ○

ワイヤレス制御 - × × × × × × ×

赤目軽減機能 - × × × × × × ×

AF補助光 - - ○ - - × - -
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（M）
マニュアル

ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

（G） （H） （G）、（H）

○ ○ -

× × -

× ○ -

× × -

○ ○ -

○ ○ -

○ × -

× × -

× × -

× × -
- - -
＜フィルムカメラ（35ｍｍマニュアルフォーカス一眼レフ）＞

タイプG： LX
タイプH： SuperA

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート
ストロボ撮影

カメラタイプ （G）、（H） （G） （H） （G） （H）

先幕シンクロ - ○ ○ ○ ○

後幕シンクロ - × × × ×

低速シンクロ - × × × ○

ハイスピードシンクロ - × × × ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

充電完了表示
- ○ ○ ○ ○

ファインダー内の

オートチェック
- ○ ○ ○ ○

スレーブ発光 - × × × ×

ワイヤレス制御 - × × × ×

赤目軽減機能 - × × × ×

AF補助光 - - - - -



（M）
マニュアル

ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

（A） （A）

○ -

× -

○ -

× -

○ -

○ -

× -

○ -

× -

○ -

○ ○
66

3.P-TTL、TTＬオートストロボ非対応カメラ
＜フィルムカメラ（35ｍｍオートフォーカス一眼レフ）＞

タイプＡ： SF7

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート
ストロボ撮影

カメラタイプ （A） （A） （A）

先幕シンクロ - - ○

後幕シンクロ - - ×

低速シンクロ - - ○

ハイスピードシンクロ - - ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- - ○

ファインダー内の

充電完了表示
- - ○

ファインダー内の

オートチェック
- - ×

スレーブ発光 - - ○

ワイヤレス制御 - - ×

赤目軽減機能 - - ○

AF補助光 - - ×
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（M）
マニュアル
ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

（B） （C） （D）（B）、（C）、（D）

○ ○ ○ -

× × × -

○ ○*1 × -

× × × -

○ ○ ○*2 -

○ ○ ○*2 -

○ × × -

× × × -

× × × -

× × × -
- - - -
＜フィルムカメラ（35ｍｍマニュアルフォーカス一眼レフ、67）＞

*1：A3Date、A3DateSではバルブでの低速シンクロになります。
*2：MEを除く

タイプB： MZ-M
タイプC： P30T、P30N、P30、P50、A3Date、A3ＤateS、ProgramA
タイプD： ME、ME-Super、MG、ME-F、MV1

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート

ストロボ撮影

カメラタイプ （B）、（C）、（D）（B）、（C）、（D） （B）（C）（D）

先幕シンクロ - - ○ ○ ○

後幕シンクロ - - × × ×

低速シンクロ - - ○ ○*1 ×

ハイスピードシンクロ - - × × ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- - ○ ○ ○*2

ファインダー内の

充電完了表示
- - ○ ○ ○*2

ファインダー内の

オートチェック
- - ○ ○ ×

スレーブ発光 - - × × ×

ワイヤレス制御 - - × × ×

赤目軽減機能 - - × × ×

AF補助光 - - - - -



（M）
マニュアル

ストロボ撮影

（SB）
AF補助光

（E） （E）
○ -

× -

× -

× -

× -

× -

× -

× -

× -

× -
- -
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タイプE： タイプA～Dに該当しない35mm一眼レフカメラ、67カメラ

発光モード
（P-TTL）

P-TTLオート
ストロボ撮影

（TTL）
TTLオート

ストロボ撮影

（A）
外光オート
ストロボ撮影

カメラタイプ （E） （E） （E）
先幕シンクロ - - ○

後幕シンクロ - - ×

低速シンクロ - - ×

ハイスピードシンクロ - - ×

ストロボ充電完了で、

同調速度に自動切換え
- - ×

ファインダー内の

充電完了表示
- - ×

ファインダー内の

オートチェック
- - ×

スレーブ発光 - - ×

ワイヤレス制御 - - ×

赤目軽減機能 - - ×

AF補助光 - - -
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ス一眼レフカメラでご使用に
。

制限事項

速度の低速限界が、使用レンズ
によって変わります。

速度の低速限界が、周囲の明る

変わります。

速度が、1/60～1/125の間で変

速度が、1/125秒に固定されま
■各シンクロモードの制限事項
先幕シンクロ撮影（ ）
このシンクロモードは、ホットシューを備えたすべてのペンタック
なれます。ただしカメラの種類や設定によって制限事項があります

カメラの機種 カメラの設定

Z-1、Z-5、Z-1P、Z-5P

露出モード：プログラム自動露出（ハ

イパープログラム）、ハイパープログ
ラムの絞り優先自動露出、絞り優先自

動露出、IFボタンを押してのハイパー
マニュアル

シャッター
の焦点距離

露出モード：ハイパープログラムの

シャッター優先自動露出

シャッター

さによって

SFXN

露出モード：プログラム自動露出、

シャッター優先自動露出

シャッター

わります。

露出モード：絞り優先自動露出
シャッター

す。



シャッター速度

（絞り優先自動露出時）

（マニュアル露出時）

（プログラム自動露出、絞り
露出時）

（シャッター優先自動露出、
ル露出時）

下（プログラム自動露出、ハイ
グラムの絞り優先自動露出時）*1

以下（ハイパープログラムの
ー優先自動露出時）*2

（プログラム自動露出時）

（マニュアル露出時）

（プログラム自動露出、シャッ
自動露出、絞り優先自動露出時）

（マニュアル露出時）
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後幕シンクロ撮影（ ）
このシンクロモードに対応しているカメラは以下のとおりです。
カメラの種類によって、使用できるシャッター速度が異なります。

*1：使用レンズの焦点距離によってシャッター速度の低速限界が変化します。
*2：周囲の明るさによってシャッター速度の低速限界が変化します。

カメラの種類 カメラの機種

デジタル一眼レフ
カメラ

K-x、K-7、K-m、K20D、K200D、K100D Super、K10D、
K100D、*ist DL2、*ist DS2、*ist DL、*ist DS 1/90秒以下

645D、*ist D 1/60秒以下

フィルムカメラ
（中判カメラ)

672 1/15秒固定

1/15秒以下

645N2、645N

1/45秒固定
優先自動

1/45秒以下
マニュア

フィルムカメラ
（35mmオート
フォーカス一眼
レフ）

MZ-S 1/90秒以下

Z-1、Z-1P、Z-5、Z-5P

1/125秒以
パープロ

1/125 秒
シャッタ

Z-10 1/60秒固定

1/60秒以下

SFXN、SF7、SFX
1/60秒固定
ター優先

1/60秒以下

上記以外の35mmオートフォーカス一眼レフ 1/60秒以下
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替わります。
ンクロ( )にした場合

ンダー内の情報が表示されたとき)
F360FGZと組み合わせた場合、

のシャッター速度が異なりま
とおりに設定してください。

カメラの機種

-x、K-7、K-m、K20D、K200D、

uper、K10D、K100D、*ist DL2、
*ist DL、*ist DS、*ist D、*ist、MZ-S、MZ-L
45N2、645N、または35mmオー

カス一眼レフカメラ

シャッター速度

1/180秒以下

1/150秒以下

1/125秒以下
● 以下の条件では、発光モードはP-TTLオートストロボに自動的に切り
発光モードがマニュアルストロボ（M）で、シンクロモードを後幕シ

● 以下の場合でのみ、( )が表示パネルに表示されます。
カメラのシャッターボタンを半押しして、測光タイマーが作動したとき(ファイ

● 以下のカメラは、内蔵ストロボに後幕シンクロ機能がありません。A
内蔵ストロボは発光せず、外付けストロボのみが発光します。
SFX、SFXN、SF7、Z-10

光量比制御シンクロ撮影（ ）
このシンクロモードに対応しているストロボは以下のとおりです。
ただし、ストロボごとに、使用できる発光モード、カメラ、カメラ
す。カメラのシャッター速度は、下の表のシャッター速度欄に示す

ストロボ 発光モード

AF360FGZ、AF540FGZ、
AF200FG、または内蔵ス

トロボ

P-TTLオートストロボ

（他の発光モードに設定されていても、自動的

にP-TTLオートストロボでの撮影になります）

645D、K
K100D S
*ist DS2、

AF330FTZ、AF500FTZ、
AF400FTZ、AF240FT  

TTLオートストロボ

（他の発光モードに設定されていても、自動的

にTTLオートストロボでの撮影になります）

672、6
トフォー

カメラの種類 カメラの機種

デジタル

一眼レフカメラ

K-x、K-7、K-m、K20D、K200D、K100D Super、
K10D、K100D、*ist DL2、*ist DS2、*ist DL、*ist DS
*ist D
645D



わります。
シンクロ( )にした場合

とき(ファインダー内の情報

絞り優先自動露出時）

マニュアル露出時）

プログラム自動露出、絞り優先

シャッター優先自動露出、マ

時）

プログラム自動露出、ハイパー

絞り優先自動露出時）*1

ハイパープログラムのシャッ

露出時）*2

プログラム自動露出時）

マニュアル露出時）

プログラム自動露出時）

マニュアル露出時）

シャッター速度
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*1：使用レンズの焦点距離によってシャッター速度の低速限界が変化します。
*2：周囲の明るさによってシャッター速度の低速限界が変化します。

● 以下の条件では、発光モードはP-TTLオートストロボに自動的に切り替
発光モードがマニュアルストロボ（M）で、シンクロモードを光量比制御

● 以下の場合でのみ、( )が表示パネルに表示されます。
カメラのシャッターボタンを半押しして、測光タイマーが作動している
が表示されたとき)

フィルムカメラ

（中判カメラ)

672 1/15秒固定（

1/15秒以下（

645N2、645N

1/45秒固定（

自動露出時）

1/45秒以下（

ニュアル露出

フィルムカメラ

（35mmオート

フォーカス一眼

レフ）

Z-1、Z-1P、Z-5、Z-5P

1/60秒以下（

プログラムの

1/60秒以下（

ター優先自動

Z-10 1/60秒固定（

1/60秒以下（

SFXN、SF7、SFX
1/60秒固定（

1/60秒以下（

上記以外の35mmオートフォーカス一眼レフ 1/60秒以下

カメラの種類 カメラの機種
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アル)
していません。ハイスピード
さい。

備考

ハイパープログラムモードで

の方法でハイスピードシンクロ

の撮影ができます。
ヤルまたは Tv ダイヤルを使っ

ャッター速度をストロボ同調速
高速になるように設定する。
ハイスピードシンクロモード撮影（ ）
このシンクロモードに対応しているカメラは以下のとおりです。
ただし、必ずカメラを以下のように設定してください。
・シャッター速度：ストロボ同調速度より高速のシャッター速度
・露出モード：TV（シャッター優先)、AV（絞り優先)、M（マニュ

上記以外の露出モードはこのシンクロモードに対応
シンクロモード非対応露出モード欄を参照してくだ

カメラの種類
ハイスピードシンクロモード

非対応露出モード

K-x、K-m、K200D、

K100D Super、
K100D、*ist DL2、
ist DS2、*ist DL、
*ist DS、*ist、MZ-L

AUTO PICT
P（*ist、MZ-Lを除く ）、SCN（K-x、K-m、

K200D、K100D Super、K100D、*ist DL2）、
Sv（K-ｘ、K-m、K200D、K100D Super、
K100D）、B（バルブ）モード

645D、K-7、K20D、

K10D、*ist D
グリーンモード（645Dを除く）、ハイパー

プログラムモードのプログラム自動露

出、Sv（*ist Dを除く）、Ｂ（バルブ）モード

カメラが

も、以下

モードで
• Av ダイ

て、シ
度より

MZ-S P（プログラム自動露出)、Ｂ（バルブ）

モード



・
・ SFXN、SFX、SF7を除く）、

いません。低速シンクロ撮

せん。
・
・ に切り替わるカメラ

備考

ープログラムモードでも、以
シンクロ撮影ができます。

または Tv ダイヤルを使って、

速度をストロボ同調速度より
うに設定する
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■低速シンクロ撮影での制限事項
必ずカメラを以下のように設定してください。
シャッター速度：ストロボ同調速度より低速のシャッター速度
露出モード： マニュアル露出、シャッター優先自動露出（645、

B（バルブ）
上記以外の露出モードはこの撮影方法に対応して
影非対応露出モード欄を参照してください。

以下のカメラでは、B（バルブ）以外での低速シンクロ撮影はできま
シャッター速度をストロボ同調速度より低速に設定できないカメラ
ストロボの充電が完了すると、シャッター速度が自動的に同調速度

カメラの機種 低速シンクロ撮影非対応露出モード

K-x、K-m、K200D、

K100D Super、
K100D、*ist DL2、
*ist DS2、*ist DL、
*ist DS、*ist、MZ-L、
MZ-7

AUTO PICT
P（*ist、MZ-Lを除く ）、SCN（K-x、
K-m、K200D、K100D Super、K100D、
*ist DL2）、Sv（K-ｘ、K-m、K200D、

K100D Super、K100D）、AV（絞り優

先）モード

645D、K-7、K20D、
K10D、*ist D

グリーンモード（645Dを除く）、ハイ
パープログラムモードのプログラム自

動露出、AV（絞り優先）モード、Sv
（*ist Dを除く）

カメラがハイパ
下の方法で低速

• Av ダイヤル

シャッター
低速になるよ
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yP（ハイパープログラム）モー

下の方法で低速シンクロ撮影が

ルまたは Tv ダイヤルを使って、

ー速度をストロボ同調速度より
ように設定する

備考
MZ-S、MZ-5N、
MZ-3、MZ-5、MZ-M、

Z-50P、ProgramA

P（プログラム自動露出)、AV（絞り優
先）モード

MZ-50 PICT、AV（絞り優先）モード

MZ-30 AV（絞り優先）モー

ド

MZ-10 オートピクチャー、PICT、AV（絞り優

先）モード

Z-1P、Z-5P、Z-5、Z-1 HyP（ハイパープログラム）のプログ

ラム自動露出、AV（絞り優先）モード、
IFボタンを押してのHyM（ハイパーマ

ニュアル）

カメラがH
ドでも、以
できます。

• Av ダイヤ

シャッタ
低速になる

Z-20P、Z-70P、
Z-20

グリーンモード、ピクチャーモード、

AV（絞り優先）モード

Z-10 P（プログラム自動露出)
645、SFXN、SFX、
SF7、SuperA

プログラム自動露出、絞り優先自動露
出、シャッター優先自動露出

LX 絞り優先自動露出

カメラの機種 低速シンクロ撮影非対応露出モード



・
ていません。

ジ参照）
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■スレーブ発光で撮影するときの注意事項
● 必ずカメラを以下のように設定してください。

露出モード： M（マニュアル)またはB（バルブ)
※上記以外の露出モードはこの撮影方法に対応し

● ストロボのスレーブモードをSLAVE 2にセットしてください。（49ペー
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短距離が0.7m以下になる場
距離になります。
表は79ページ参照）

＝100に設定）
30になります。
距離）
撮

■ 計
レン
は、
光時
ナン
が算
距離

例:
影可能距離

算で撮影可能距離を求める方法
ズの絞りから撮影可能距離を計算するに
ストロボのズーム位置と感度からフル発
のガイドナンバーを求め、求めたガイド
バーを使用する絞り値で割ると最長距離
出されます。なお、最短距離はこの最長
の約1/10です。

ただし、求めた最
合は0.7mが最短

（ガイドナンバー

焦点距離50mmレンズを絞りF4で使用する場合（感度（ISO）
ズーム位置=50mm、感度100の条件では、ガイドナンバーは
最長距離　30（ガイドナンバー）÷4（絞り）＝7.5m（最長
最短距離　7.5（最長距離）÷10=0.75m（最短距離）



感度（ISO）や使用レンズ絞
などによって変化します。特
化するズームレンズ使用時
い。

ラフ
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AF360FGZでは、表示パネルに撮影できる範囲
の目安がバーグラフで表示されます。撮影の
前に確認しておけば、未然に失敗を防ぐこと
ができます。

● 撮影可能距離は、以下のカメラとレンズを組み
合わせた場合に表示されます。

なお、最長距離が22mを越える場合は（ ）
が点灯、最短距離が0.7m以下になる場合は
（ ）が点滅します。

● 撮影可能範囲は、
り値、ズーム位置
に、開放F値が変
は、ご注意くださ

撮影可能表示バーグ

カメラ レンズ

645D、K-x、K-7、K-m、

K20D、K200D、

K100D Super、K10D、

K100D、*ist Dシリーズ

DA、D FA、FA J、FA、F、A

SFシリーズを除く

35mmオートフォーカス

一眼レフ

D FA、FA J、FA、F、A

645N2、645N FA645

撮影可能距離の表示
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とレンズによっては、撮影可能
ます。(78ページ参照)

＊ワイドパネル使用時

置

28mm 24mm *20mm
55mm 45mm *35mm
70mm 60mm *55mm
19mm 16mm *13mm
35mm 30mm *25mm

22 21 14
16 15 10
11 10.5 7
8 7.5 5

5.5 5 3.5
4 3.6 2.5
■ガイドナンバー（GN）
ストロボの発光量のことで、数字が大きい程
発光量が大きくなり、より遠くまで光が届き
ます。ガイドナンバーから絞りを求めるには、
次の式を使います。

● お使いのカメラ
距離が表示され

ガイドナンバー表

絞り値（Fナンバー）＝
GN

撮影距離

感度（ISO） 光量

フォーマット ズーム位

35mm 85ｍm 70mm 50mm 35mm
645 150mm 135mm 100mm 70mm
67 190mm 180mm 120mm 90mm

DIGITAL 58mm 48mm 34mm 24mm
645D 106mm 87mm 62mm 43mm

 ISO100

1/1 36 33 30 25
1/2 25 23 21 18
1/4 18 16.5 15 12.5
1/8 12.5 11.5 10.5 9
1/16 9 8 7.5 6
1/32 6 5.5 5.4 4.3



＊ワイドパネル使用時

28mm 24mm *20mm
55mm 45mm *35mm
70mm 60mm *55mm
19mm 16mm *13mm
35mm 30mm *25mm
31.1 29.7 19.8
22.6 21.2 14.1
15.6 14.8 9.9
11.3 10.6 7.1
7.8 7.1 4.9
5.7 5.1 3.5
44 42 28
32 30 20
22 21 14
16 15 10
11 10 7
8 7.2 5
80

感度（ISO） 光量

フォーマット ズーム位置

35mm 85ｍm 70mm 50mm 35mm
645 150mm 135mm 100mm 70mm
67 190mm 180mm 120mm 90mm

DIGITAL 58mm 48mm 34mm 24mm
645D 106mm 87mm 62mm 43mm

 ISO200

1/1 50.9 46.7 42.4 35.4
1/2 35.4 32.5 29.7 25.5
1/4 25.5 23.3 21.2 17.7
1/8 17.7 16.3 14.8 12.7

1/16 12.7 11.3 10.6 8.5
1/32 8.5 7.8 7.6 6.1

 ISO400

1/1 72 66 60 50
1/2 50 46 42 36
1/4 36 33 30 25
1/8 25 23 21 18

1/16 18 16 15 12
1/32 12 11 10.8 8.6
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＊ワイドパネル使用時

置

28mm 24mm *20mm
19mm 16mm *13mm
35mm 30mm *25mm

9.8 9.4 6.2
7.7 7.4 4.9
5.8 5.5 3.7
4.2 4.1 2.7
3.1 3.0 2.0
2.6 2.5 1.7

13.9 13.3 8.8
10.9 10.5 6.9
8.2 7.8 5.2
5.9 5.8 3.8
4.4 4.2 2.8
3.7 3.5 2.4

19.6 18.8 12.4
15.4 14.8 9.8
11.6 11.0 7.4
8.4 8.2 5.4
6.2 6.0 4.0
5.2 5.0 3.4
ハイスピードシンクロ時のガイドナンバー

感度（ISO）
シャッター

速度

フォーマット ズーム位

35mm 85ｍm 70mm 50mm 35mm
DIGITAL 58mm 48mm 34mm 24mm

645D 106mm 87mm 62mm 43mm

 ISO100

250 16.0 14.7 13.4 11.1
500 12.7 11.6 10.6 8.8
1000 9.5 8.7 7.9 6.6
2000 6.9 6.4 5.8 4.8
4000 5.1 4.7 4.2 3.5
6000 4.3 3.9 3.6 3.0

 ISO200

250 22.6 20.8 19.0 15.7
500 18.0 16.4 15.0 12.4
1000 13.4 12.3 11.2 9.3
2000 9.8 9.1 8.2 6.8
4000 7.2 6.6 5.9 4.9
6000 6.1 5.5 5.1 4.2

 ISO400

250 32.0 29.4 26.8 22.2
500 25.4 23.2 21.2 17.6
1000 19.0 17.4 15.8 13.2
2000 13.8 12.8 11.6 9.6
4000 10.2 9.4 8.4 7.0
6000 8.6 7.8 7.2 6.0



（単位:m）

ISO200のとき

m 35mm 50mm 70mm 85mm

m 70mm 100mm 135mm 150mm

m 90mm 120mm 180mm 190mm

m 24mm 34mm 48mm 58mm

m 43mm 62mm 87mm 106mm

5.9 3.0～29.5 3.5～35.3 3.9～38.9 4.2～42.4

2.2 2.5～25.3 3.0～30.3 3.3～33.4 3.6～36.4

5.6 1.8～17.7 2.1～21.2 2.3～23.4 2.6～25.5

1.1 1.3～12.6 1.5～15.1 1.7～16.7 1.8～18.2

.8 0.9～8.9 1.1～10.6 1.2～11.7 1.3～12.7

.6 0.7～6.3 0.8～7.6 0.8～8.3 0.9～9.1

.9 0.7～4.4 0.7～5.3 0.7～5.8 0.7～6.4

.8 0.7～3.2 0.7～3.9 0.7～4.2 0.7～4.6

.9 0.7～2.2 0.7～2.7 0.7～2.9 0.7～3.2

.4 0.7～1.6 0.7～1.9 0.7～2.1 0.7～2.3

.0 0.7～1.1 0.7～1.3 0.7～1.5 0.7～1.6
82

■ P-TTLおよびTTLオート調光範囲

フォー
マット

ズーム位置

ISO100のとき

35mm 20mm 24mm 28mm 35mm 50mm 70mm 85mm 20mm 24mm 28m

645 35mm 45mm 55mm 70mm 100mm 135mm 150mm 35mm 45mm 55m

67 55mm 60mm 70mm 90mm 120mm 180mm 190mm 55mm 60mm 70m

DIGITAL 13mm 16mm 19mm 24mm 34mm 48mm 58mm 13mm 16mm 19m

645D 25mm 30mm 35mm 43mm 62mm 87mm 106mm 25mm 30mm 35m

レ
ン
ズ
の
絞
り
値

1.2 1.2～11.7 1.8～17.5 1.8～18.3 2.1～20.8 2.5～25.0 2.8～27.5 3.0～30.0 1.7～16.5 2.5～24.8 2.6～2

1.4 1.0～10.0 1.5～15.0 1.6～15.7 1.8～17.9 2.1～21.4 2.4～23.6 2.6～25.7 1.4～14.1 2.1～21.2 2.2～2

2 0.7～7.0 1.1～10.5 1.1～11.0 1.3～12.5 1.5～15.0 1.7～16.5 1.8～18.0 1.0～9.9 1.5～14.9 1.6～1

2.8 0.7～5.0 0.8～7.5 0.8～7.9 0.9～8.9 1.1～10.7 1.2～11.8 1.3～12.9 0.7～7.1 1.1～10.6 1.1～1

4 0.7～3.5 0.7～5.3 0.7～5.5 0.7～6.3 0.8～7.5 0.8～8.3 0.9～9.0 0.7～5.0 0.7～7.4 0.8～7

5.6 0.7～2.5 0.7～3.8 0.7～3.9 0.7～4.5 0.7～5.4 0.7～5.9 0.7～6.4 0.7～3.5 0.7～5.3 0.7～5

8 0.7～1.8 0.7～2.6 0.7～2.8 0.7～3.1 0.7～3.8 0.7～4.1 0.7～4.5 0.7～2.5 0.7～3.7 0.7～3

11 0.7～1.3 0.7～1.9 0.7～2.0 0.7～2.3 0.7～2.7 0.7～3.0 0.7～3.3 0.7～1.8 0.7～2.7 0.7～2

16 0.7～0.9 0.7～1.3 0.7～1.4 0.7～1.6 0.7～1.9 0.7～2.1 0.7～2.3 0.7～1.2 0.7～1.9 0.7～1

22 0.7～1.0 0.7～1.0 0.7～1.1 0.7～1.4 0.7～1.5 0.7～1.6 0.7～0.9 0.7～1.4 0.7～1

32 0.7～0.8 0.7～0.9 0.7～1.0 0.7～1.1 0.7～0.9 0.7～1
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（単位:m）

フォー
マット

ズーム位置

ISO400のとき

35mm 20mm 24mm 28mm 35mm 50mm 70mm 85mm

645 35mm 45mm 55mm 70mm 100mm 135mm 150mm

67 55mm 60mm 70mm 90mm 120mm 180mm 190mm

DIGITAL 13mm 16mm 19mm 24mm 34mm 48mm 58mm

645D 25mm 30mm 35mm 43mm 62mm 87mm 106mm

レ
ン
ズ
の
絞
り
値

1.2 2.3～23.3 3.5～35.0 3.7～36.7 4.2～41.7 5.0～50.5 5.5～55.0 6.0～60.0

1.4 2.0～20.0 3.0～30.0 3.1～31.4 3.6～35.7 4.3～42.9 4.7～47.1 5.1～51.4

2 1.4～14.0 2.1～21.0 2.2～22.0 2.5～25.0 3.0～30.0 3.3～33.0 3.6～36.0

2.8 1.0～10.0 1.5～15.0 1.6～15.7 1.8～17.9 2.1～21.4 2.4～23.6 2.6～25.7

4 0.7～7.0 1.1～10.5 1.1～11.0 1.3～12.5 1.5～15.0 1.7～16.5 1.8～18.0

5.6 0.7～5.0 0.8～7.5 0.8～7.9 0.9～8.9 1.1～10.7 1.2～11.8 1.3～12.9

8 0.7～3.5 0.7～5.3 0.7～5.5 0.7～6.3 0.8～7.5 0.8～8.3 0.9～9.0

11 0.7～2.5 0.7～3.8 0.7～4.0 0.7～4.5 0.7～5.5 0.7～6.0 0.7～6.5

16 0.7～1.8 0.7～2.6 0.7～2.8 0.7～3.1 0.7～3.8 0.7～4.1 0.7～4.5

22 0.7～1.3 0.7～1.9 0.7～2.0 0.7～2.3 0.7～2.7 0.7～3.0 0.7～3.3

32 0.7～0.9 0.7～1.3 0.7～1.4 0.7～1.6 0.7～1.9 0.7～2.1 0.7～2.3



ます。

ｍ)
FGZなどのオートフォーカ
ロボをカメラから離して使
ンクロコード。 ホット

FG・F、オフカメラシュー
します。

ップ67 2
0FGZなどのクリップオン
を672に取り付けるためのグ

ンクロコードで672に接続し
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別

このス

オフカ
AF360
ときの

ホット
延長コ
離して
ロボと

オフカ
外付け
に固定
用のコ

ホット
カメラ
F5P用
上部に
売アクセサリー

トロボには、次のような各種専用アクセサリーが用意されてい

メラシュークリップCL-10
FGZなどをカメラから離して使用する
セッティング用クリップ。

シューアダプター FG

ードF5Pを用いてストロボをカメラと
使用するためのアダプター。内蔵スト
の併用も可能です。 

メラシューアダプター Ｆ
ストロボなどをカメラから離して三脚
するためのアダプター。延長コードF5P
ネクターを備えています。 

シューアダプター F
のホットシューに装着し、延長コード
のシンクロ接点を追加するアダプター。
ホットシューを持っています。 

延長コードF5P
0.5ｍ/1.5ｍ/Ｌ(約3
AF360FGZ、AF540
ス一眼レフ用スト
用するための5P シ
シューアダプター
アダプター Fと併用

ホットシューグリ
AF360FGZやAF54
タイプのストロボ
リップ。付属の5Pシ
ます。
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合　＊：ワイドパネル使用時

35mm 28mm 24mm 20mm＊
25 22 21 14
18 16 15 10

12.5 11 10.5 7
9 8 7.5 5
6 5.5 5 3.5

4.3 4 3.6 2.5

35mm 28mm 24mm 20mm＊
35.4 31.1 29.7 19.8
25.5 22.6 21.2 14.1
17.7 15.6 14.8 9.9
12.7 11.3 10.6 7.1
8.5 7.8 7.1 4.9
6.1 5.7 5.1 3.5
主

型式

ガイ
な仕様

クリップオン式直列制御TTLオートズームストロボ

ドナンバー

ISO100

ISO200

最大36（ISO100/ｍ）
マニュアル時は M1/1～1/32の６段光量切換え式 
下の表の焦点距離は35ｍｍ一眼レフを使用した場

焦点距離（ズーム位置） 85mm 70mm 50mm
（M1/1）（=FULL） 36 33 30

（M1/2） 25 23 21
（M1/4） 18 16.5 15
（M1/8） 12.5 11.5 10.5
（M1/16） 9 8 7.5
（M1/32） 6 5.5 5.4

焦点距離（ズーム位置） 85mm 70mm 50mm
（M1/1）（=FULL） 50.9 46.7 42.4

（M1/2） 35.4 32.5 29.7
（M1/4） 25.5 23.3 21.2
（M1/8） 17.7 16.3 14.8
（M1/16） 12.7 11.3 10.6
（M1/32） 8.5 7.8 7.6



/20000秒

電池を使用した場合）

で、オートズーム可。

F5.6のとき）

投光

35mm 28mm 24mm 20mm＊
50 44 42 28
36 32 30 20
25 22 21 14
18 16 15 10
12 11 10 7
8.6 8 7.2 5

光回数

250回
160回
300回

＊ワイドパネル使用時
28mm 24mm 20mm＊

53° 60° 85°
70° 78° 98°
86

ISO400

閃光時間（各1/2ピーク） （M1/1）発光時:約1/1200秒　（TTL）最短発光時:約1
発光間隔/発光回数

連続発光 （M1/16）発光時約2コマ/秒で約50回（単3形アルカリ

照射角度 オートフォーカス対応のカメラ、レンズの組み合わせ

光質 昼光色（デーライトカラーフィルムに適合）

オート連動範囲 約0.7m～5.4m（ガイドナンバー 30、ISO100、絞り

AF補助光 被写体が低輝度及び低コントラストのとき、赤色光を
測距可能範囲:約1m～7m（当社試験条件による）

感度連動範囲 ISO25～1600

焦点距離（ズーム位置） 85mm 70mm 50mm
（M1/1）（=FULL） 72 66 60

（M1/2） 50 46 42
（M1/4） 36 33 30
（M1/8） 25 23 21
（M1/16） 18 16 15
（M1/32） 12 11 10.8

電池の種類 発光間隔 発

単3形アルカリ電池（LR6） 約6秒 約

単3形ニッケル水素電池（Ni-MH） 約6秒 約

単3形リチウム電池（FR6） 約6秒 約

（7段階ズーム）

ズーム位置 85mm 70mm 50mm 35mm
上下角度 23° 26° 34° 45°
左右角度 31° 36° 46° 60°
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ル

→1/3）
/32）
、ハイスピードシンクロ

ール（C）スレーブ（S）

アル（M）

ロック付
90°）

外光オート（A）時は6分後

しで電源オン

続発光

照明

池（Ni-MH）、リチウム電池（FR6））
g（電池別）
ストロボ発光モード P-TTLオート、TTLオート、外光オート、マニュア

光量補正 P-TTL時－3.0～+1.0EV（0.5ステップ）

発光量設定 ワイヤレスマスター、スレーブ時（1/1→2/3→1/2
マニュアル発光時（1/1→1/2→1/4→1/8→1/16→1

シンクロモード 先幕シンクロ、後幕シンクロ、光量比制御シンクロ

ワイヤレス機能 （制御方式）光パルス通信方式
（ワイヤレスポジション）マスター（M）、コントロ
（チャンネル数）4チャンネル
使用可能モード:P-TTL、外光オート（A）、マニュ
可能距離:約4m（当社試験条件による）

バウンス機能 上下左右可変式クリックストップ付、0°位置のみ
上下セット角（-10°、0°、45°、60°、75°、

節電機能 電源オートオフ:電源（ON）状態で約3分放置後、
ワイヤレスモード時は1時間後
電源クイックオン:カメラのシャッターボタン半押

赤目軽減発光機能 赤目軽減機能付オートフォーカスカメラに連動

モデリング発光機能 モデリングボタン（MODELING）による約1秒間連

ワイドパネル板
キャッチライト板

引き出し式ズーム位置20mmに固定
引き出し式

表示パネル照明 照明ボタン（LIGHT）を押すことにより約10秒間
照明中に照明ボタン（LIGHT）を押して消灯

電源 単3形電池4本（アルカリ電池（LR6）、ニッケル水素電

大きさ・重さ （幅）70×（高）110×（厚）115.5（mm）　約270



温多湿の場所、防虫剤や有害薬

保管等）や手入れの不備（本体

・液体かぶり等）による故障。

保証書のご提示、添付がない場

名や購入日等の記載がない場合

を訂正された場合。

は有料修理とさせていただきま

運賃諸掛りにつきましてもお客

いただきます。

部品は、製造打ち切り後5年間を

ます。したがって本期間中は原

け致します。なお、期間以後で

場合もありますので、当社お客

せください。

場合は、国際保証書をお持ちく

は、お持ちの保証書と交換に発

当社のお客様窓口にご持参また

（保証期間中のみ有効）

詳しくは保証書をご覧ください。
88

ア

1. 本製品

無料

ビス

ださ

口に

化粧

しっ

ンプ

ると原

2. 保証期

およ

くだ

料に

口へ

す。ま

ても、

があり

3. 次の

りませ

• 使用

より

• 当社

理・

• 火災
フターサービスについて

が万一故障した場合は、ご購入日から満1年間

修理致しますので、お買い上げ店か当社のサー

センターまたは当社サービス窓口にお申し出く

い。修理をお急ぎの場合は、当社のサービス窓

直接お持ちください。修理品ご送付の場合は、

箱などを利用して、輸送中の衝撃に耐えるよう

かりと梱包してお送りください。不良見本のサ

ルや故障内容の正確なメモを添付していただけ

因分析に役立ちます。

間中（ご購入後1年間）は、保証書（販売店印

び購入年月日が記入されているもの）をご提示

さい。保証書がないと保証期間中でも修理が有

なります。なお、販売店または当社サービス窓

お届けいただく諸費用はお客様にご負担願いま

た、販売店と当社間の運賃諸掛りにつきまし

輸送方法によっては一部ご負担いただく場合

ます。

場合は、保証期間中でも無料修理の対象にはな

ん。

上の誤り（使用説明書記載以外の誤操作等）に

生じた故障。

の指定するサービス機関以外で行われた修

改造・分解による故障。

・天災・地変等による故障。

• 保管上の不備（高

品のある場所での

内部に砂・ホコリ

• 修理ご依頼の際に

合。

• お買い上げ販売店

ならびに記載事項

4. 保証期間以降の修理

す。なお、その際の

様のご負担とさせて

5. 本製品の補修用性能

目安に保有しており

則として修理をお受

あっても修理可能の

様窓口にお問い合わ

6. 海外でご使用になる

ださい。国際保証書

行いたしますので、

はご送付ください。

7. 保証内容に関して、
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タックス指定の宅配業者がお
お伺いし、専門修理スタッフ
ビスです。（全国一律料金）

わせ

00～18：00）

く）

く）
製

■ペ
全国
客様
が修

■宅

電話

TEL

PEN

PEN
品の点検・修理について

ンタックスピックアップリペアサービス
（離島など、一部の地域を除く）どこからでも電話一本でペン
ご指定の日時・場所に梱包資材を持って不具合品を引き取りに
理を行なって、お客様ご指定の場所に完成品をお届けするサー

配便・郵便修理受付・修理に関するお問い合

受付

0120-97-0405 （フリーダイヤル）

（受付時間 ：平日 8：00～21：00　土・日・祝日・年末年始 9：

TAX イメージング・システム事業部　東京サービスセンター 
TEL 03-3960-5140（代）　FAX 03-3960-5147
〒174-0041 東京都板橋区舟渡1-12-11　ヘリオスⅡビル3F
営業時間：9：00～17：30（土・日・祝日および弊社休業日を除

TAX イメージング・システム事業部　大阪サービスセンター

TEL 06-6271-7996（代）　FAX 06-6271-3612
〒542-0081 大阪市中央区南船場1-17-9 パールビル2階
営業時間：9：00～17：00（土・日・祝日および弊社休業日を除



お客様窓口のご案内

ペンタックスホームページアドレス http://www.pentax.jp/
［弊社製品に関するお問い合わせ］
お客様相談センター   ナビダイヤル　 0570-001323

（市内通話料でご利用いただけます。）

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、下記の電話番号を
ご利用ください。

 03-3960-5705（代）
 FAX 03-3960-4976
〒 174-8639 東京都板橋区前野町 2-35-7
営業時間   9：00～18：00（平日）

10：00～17：00（土・日・祝日）

休業日 年末年始およびビルの施設点検日

［ショールーム・写真展・修理受付］
ペンタックスフォーラム 03-3348-2941（代）

FAX 03-3345-8076
〒163-0690
東京都新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービルMB（中地下1階）

営業時間 10：30～18：30
休業日 毎週火曜日、年末年始およびビル点検日

大阪サービスセンター 06-6271-7996（代）
FAX 06-6271-3612

〒542-0081
大阪市中央区南船場1-17-9 パールビル2階
営業時間 9：00～17：00
休業日 土・日・祝日および弊社休業日

Ｈ Ｏ Ｙ Ａ 株式会社
ペン タ ッ クス イ メ ージング ・ システム事業部
〒174-8639 東京都板橋区前野町2-35-7

H05-201006W
Printed in Japan

☆仕様および外観の一部を予告なく変更することがあります。
56624
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